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一
七
世
紀
初
頭
の
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
と
祈
願
式

）

一　
（

序
　

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
自
由
州
の
エ
ア
フ
ル
ト

大
学
ゴ
ー
タ
研
究
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
諸
時
代
の
事
件
に
つ
い

て
の
同
胞
た
ち
の
喜
悦
と
友
人
た
ち
の
平（
路
）
1

』（
以
下
、『
マ
バ
ー

ヒ
ジ
ュ
』）
は
、
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
の
一
六
世
紀
末
か
ら

一
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
動
乱
期
に
関
す
る
最
重
要
の
ア
ラ
ビ

ア
語
年
代
記
史
料
の
、
お
そ
ら
く
は
唯
一
の
稿
本
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
何
故
か
こ
れ
ま
で
研
究
者
た
ち
の
視
界
の
外
に
放
置

さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ（
た
）
2

。
著
者
の
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ

ミ
ーShihā b al-D

ī n A
ḥ m

ad b. A
ḥ m

ad b. ‘ A
bd al-Raḥ m

ā n 
b. al-‘ A

jam
ī

は
ス
ン
ナ
派
の
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
を
修
め
た
ア
ー

リ
ム
（
学
者
）
で
あ
っ
た
が
、
州
都
カ
イ
ロ
や
ギ
ザ
県
、
ナ
イ
ル

デ
ル
タ
北
辺
の
地
中
海
都
市
の
ブ
ル
ッ
ル
ス
港
な
ど
を
活
動
舞
台

に
、
専
ら
計
量
士
（qabbā nī

）
と
し
て
働
く
こ
と
で
日
々
の
生

計
を
立
て
な
が
ら
、
三
〇
八
葉
に
及
ぶ
こ
の
大
部
な
史
書
、
さ
ら

に
は
未
完
の
続
篇
（
八
四
葉
）
を
書
き
残
し（
た
）
3

。
い
ず
れ
も
著
者

の
自
筆
稿
本
と
み
ら
れ
る
こ
の
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
そ
の
続
篇

は
、
欄
外
の
夥
し
い
追
記
、
本
文
の
所
々
に
み
ら
れ
る
訂
正
、
構

成
上
の
不
規
則
性
な
ど
に
よ
っ
て
読
み
手
に
再
整
理
や
清
書
の
必

要
を
感
じ
さ
せ
る
、
い
さ
さ
か
混
沌
と
し
た
草
稿
的
な
外
観
を
呈

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
期
の
大
都
市
カ
イ
ロ
を
中
心

と
し
た
エ
ジ
プ
ト
社
会
の
諸
側
面
に
関
し
て
、
本
史
料
が
細
か
な

独
自
情
報
を
膨
大
に
供
す
る
、
他
に
類
を
み
な
い
第
一
級
の
史
料

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
と
り
わ
け
、
商
品
の
計
量
を
生
業

と
し
た
こ
の
歴
史
家
が
、
州
都
カ
イ
ロ
を
中
心
と
し
た
市
場
経
済

の
「
参
与
観
察
者
」
と
し
て
綴
っ
た
諸
々
の
記
述
は
、
当
該
期
エ

ジ
プ
ト
の
社
会
経
済
史
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
高
い
価
値
を
有
し

一
六
五

一
七
世
紀
初
頭
の
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
と
祈
願
式

─
─『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』と
そ
の
続
篇
に
基
づ
く
覚
書
─
─

長
谷
部
　
史
　
彦



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
二
号

）

二　
（

て
い
る
と
い
え
よ（
う
）
4

。

　
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
は
大
き
く
分
け
て
、
①
緒
言
、
②
歴
代
エ

ジ
プ
ト
州
総
督
の
治
績
と
建
設
事
業
、
③
ナ
イ
ル
川
の
増
水
や
著

者
の
身
辺
情
報
な
ど
、
④
エ
ジ
プ
ト
の
聖
者
た
ち
の
死
亡
記
事
、

⑤
著
者
と
交
流
の
あ
っ
た
シ
ャ
イ
フ
た
ち
の
伝
記
、
⑥
ヒ
ジ
ュ
ラ

暦
一
〇
〇
〇
年
／
西
暦
一
五
九
一
年
か
ら
一
〇
一
六
年
／
一
六
〇

八
年
に
至
る
年
代
記
か
ら
成
る
が
、
⑥
が
分
量
的
に
全
体
の
八
割

近
く
に
も
達
し
、
特
に
最
後
の
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
一
六
年
の
記
事

は
詳
細
を
極
め
、
全
体
の
約
二
七
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

続
篇
は
、
一
〇
一
七
年
／
一
六
〇
八
年
か
ら
一
〇
一
九
年
第
三

月
／
一
六
一
〇
年
六
月
に
至
る
年
代
記
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
続
篇
の
年
代
記
記
事
に
は
、
他
の
同
時
代

年
代
記
と
比
較
し
た
際
に
質
量
と
も
に
別
格
の
社
会
史
諸
情
報
が

内
包
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
エ
ジ
プ
ト
州
総

督
に
よ
る
祈
願
式
の
主
催
と
い
う
歴
史
事
象
に
的
を
絞
る
。
エ
ジ

プ
ト
州
総
督
に
関
す
る
従
来
の
研
究
に
つ
い
て
い
え
ば
、
支
配
組

織
に
お
け
る
位
置
・
役
割
の
検
討
や
狭
義
の
政
治
史
的
考（
察
）
5

と
は

構
え
を
異
に
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
の
州
都
に
お
け
る
諸
活
動

や
振
る
舞
い
、
州
総
督
に
よ
る
州
都
の
社
会
・
空
間
支
配
の
問
題

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
の
が
ウ
ィ
ン
タ
ー
と
ベ
ー
レ
ン
ス=

ア
ブ
ー
セ
イ
フ
で
あ
り
、
注
目
に
値
す（
る
）
6

。
と
り
わ
け
後
者
は
州

総
督
の
着
任
時
の
行
進
に
つ
い
て
詳
述
し
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
か

ら
フ
ラ
ン
ス
占
領
期
に
ま
で
至
る
継
続
性
を
指
摘
し
た
点
で
示
唆

に
富
む
と
い
え
よ
う
。

　

以
下
で
は
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
そ
の
続
篇
に
み
ら
れ
る
オ

ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
主
催
の
祈
願
式
に
関
す
る
年
代
記
記

事
に
照
準
を
合
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
祈
願
式
の
事
例
は
、
管
見
の

限
り
当
該
期
を
扱
う
他
の
ア
ラ
ビ
ア
語
年
代
記
諸
史
料
に
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
に
よ
る
支
配
の
政
治
文

化
的
な
性
格
を
多
面
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
大
目
標
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
注
目
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
一
七
世
紀
初
頭
の
「
官
制
祈
願

式
」
の
具
体
相
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
、
州
都
カ
イ
ロ
の
空

間
・
社
会
・
宗
教
文
化
に
お
け
る
そ
の
特
徴
や
意
味
に
つ
い
て
考

察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
と
モ
カ
ッ
タ
ム
山

　
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
そ
の
続
篇
に
は
、
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ

ト
州
総
督
主
催
の
祈
願
式
の
具
体
的
事
例
が
八
つ
確
認
さ
れ
る

（
四
―
五
頁
の
表
を
参
照
）。
著
者
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
そ
れ

ら
に
つ
い
て
貴
重
な
記
述
を
残
し
て
い
る
が
、
実
際
に
彼
が
式
の

場
に
身
を
置
い
て
い
た
こ
と
を
明
証
す
る
よ
う
な
記
述
は
み
ら
れ

一
六
六



一
七
世
紀
初
頭
の
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
と
祈
願
式

）

三　
（
一
六
七

な
い
。
以
下
、
三
章
に
分
け
、
こ
の
八
例
に
つ
い
て
当
時
の
時
代

状
況
な
ど
を
含
め
そ
の
詳
細
を
再
構
成
し
、
内
容
的
な
検
討
を
加

え
る
。

　

一
七
世
紀
初
頭
に
至
る
歴
代
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
の
事
績
を
要
説

し
た
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
篇
首
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ー
・
パ

シ
ャ‘ A

lī  B
ā shā  al-Silaḥ dā r

は
一
〇
一
〇
年
第
二
月
一
九
日
／

一
六
〇
一
年
八
月
一
九
日
に
同
職
に
就
任
し
、
一
〇
一
二
年
第
四

月
六
日
／
一
六
〇
三
年
九
月
一
三
日
ま
で
の
二
年
余
、
カ
イ
ロ
城

内
の
州
総
督
府
で
治
政
を
担
っ（
た
）
7

。
着
任
に
先
立
つ
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦

一
〇
一
〇
年
の
初
頭
、
す
な
わ
ち
一
六
〇
一
年
七
―
八
月
に
は
、

カ
イ
ロ
で
米
、
レ
ン
ズ
豆
、
エ
ン
ド
ウ
豆
、
バ
タ
ー
油
、
胡
麻
油
、

南
瓜
、
茄
子
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
な
ど
諸
物
価
の
高
騰
が
問
題
と
な
っ

て
い（
た
）
8

。
ま
た
、
同
年
第
三
月
／
一
六
〇
一
年
八
―
九
月
に
は

カ
ー
ヒ
ラ
で
食
肉
の
価
格
が
高
騰
し
、
羊
肉
の
供
給
量
が
不
足
し

て
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
よ
れ
ば
「
そ
の
人
は
ズ
フ
ー
マ
門

B
ā b al-Zuhū m

a

か
ら
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
・
モ
ス
ク
地
区K

huṭṭ  
Jā m

i‘  Ṭū lū n

ま
で
歩
い
た
が
、
店
先
に
吊
る
さ
れ
た
肉
を
目
に

す
る
こ
と
は
な
か
っ（
た
）
9

」
と
い
う
。
し
か
し
、
小
麦
に
つ
い
て
い

え
ば
市
場
流
通
量
は
多
く
、
一
イ
ル
ダ
ッ
ブ
当
た
り
七
八
ニ
ス
フ

で
あ
っ
た
も
の
が
六
〇
ニ
ス
フ
へ
と
値
下
が
り
し（
た
）
10

。
翌
第
四

月
／
一
六
〇
一
年
九
―
一
〇
月
、
こ
の
年
の
ナ
イ
ル
川
の
最
高
値

は
一
九
ズ
ィ
ラ
ー
ウ
七
イ
ス
バ
ウ
に
終
わ
っ
た
。
イ
ブ
ン
・
ア
ジ

ャ
ミ
ー
に
よ
れ
ば
、「
非
常
に
低
水
位
の
ナ
イ
ル
（N

ī l khasī s

）

で
あ
っ
た
」
の
で
、
エ
ジ
プ
ト
ク
ロ
ー
バ
ー
（barsī m

）、
米
、

発
酵
乳
穀
物
製
品
の
キ
シ
ュ
ク
（kishk

）、
レ
ン
ズ
豆
、
エ
ン
ド

ウ
豆
、
炒
り
青
小
麦
（farī k

）、
バ
タ
ー
油
、
胡
麻
油
、
各
種
の

野
菜
な
ど
諸
物
価
が
高
騰
し（
た
）
11

。

　

こ
う
し
た
な
か
、
着
任
か
ら
約
二
か
月
後
の
一
〇
一
〇
年
第
四

月
二
二
日
金
曜
日
／
一
六
〇
一
年
一
〇
月
二
〇
日
、
ア
リ
ー
・
パ

シ
ャ
は
カ
イ
ロ
城
を
下
り
、
モ
カ
ッ
タ
ム
山
に
登
り
、
彼
の
布
告

に
応
じ
て
参
集
し
た
カ
ー
ヒ
ラ
の
学
者
た
ち
（‘ ulam

ā’

）、
ス
ー

フ
ィ
ー
の
導
師
た
ち
（m

ashā’ ikh

）、「
篤
信
の
人
々
」（ahl al  

ṣ alā ḥ

）
と
共
に
、
降
雨
（nuzū l al-ghayth

）
と
物
価
の
低
下

を
目
的
と
し
て
、
ジ
ュ
ユ
ー
シ
ー
・
モ
ス
クM

asjid al-Juyū shī

の
近
く
で
唯
一
神
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
祈
願
を
行
な
っ
た
（
表
中
の

N
o.  2

、
以
下
、
同
様
に
表
中
の
番
号
の
み
を
示（
す
）
12

）。
大
稔
哲
也

の
研
究
に
よ
れ
ば
、
モ
カ
ッ
タ
ム
山
の
集
団
祈
願
の
場
と
し
て
の

利
用
は
、
少
な
く
と
も
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
朝
期
の
八
八
四
年
に
ま
で

遡
る
こ
と
が
で
き
、
オ
ス
マ
ン
朝
期
に
入
っ
て
も
、
一
五
五
三

年
／
一
五
五
四
年
に
著
名
な
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
・
学
者
の
シ
ャ
ア

ラ
ー
ニ
ー
（
一
五
六
五
年
歿
）
を
は
じ
め
と
し
た
ウ
ラ
マ
ー
が
モ

カ
ッ
タ
ム
で
の
集
団
祈
願
へ
の
参
加
を
要
請
さ
れ
た
こ
と
が
シ
ャ

-



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
二
号

）

四　
（

ア
ラ
ー
ニ
ー
自
身
の
著
作
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い（
う
）
13

。
つ
ま
り
、

本
事
例
は
、
シ
ャ
ア
ラ
ー
ニ
ー
ら
も
参
加
を
求
め
ら
れ
た
集
団
祈

願
か
ら
五
〇
年
近
く
経
っ
た
後
に
も
、
モ
カ
ッ
タ
ム
山
が
こ
う
し

た
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
事
実
を
明
示
す
る
も
の
と
い
え
よ

う
。
ま
た
、
前
記
の
「
篤
信
の
人
々
」
と
い
う
表
現
に
関
し
て
い

え
ば
、
そ
こ
に
「
生
け
る
聖
者
」
が
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
点
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ

ュ
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
祈
願
式
に
先
立
っ
て
一
時
的
に
「
コ
ー

ヒ
ー
（qahw

a

）
を
売
る
場
所
」
が
閉
鎖
さ
れ
た
と
い（
う
）
14

。
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
を
中
心
と
し
た
オ
ス
マ
ン
朝
社
会
で
は
、
一
七
世
紀
前

半
に
な
っ
て
も
コ
ー
ヒ
ー
飲
用
を
め
ぐ
る
法
学
論
争
や
政
権
に
よ

る
禁
止
へ
の
動
き
が
未
だ
決
着
を
み
て
い
な
か
っ（
た
）
15

。
こ
こ
で
の

閉
鎖
令
は
、
祈
願
に
応
じ
て
唯
一
神
が
回
答
と
し
て
与
え
る
恩
寵

を
得
る
可
能
性
を
高
め
よ
う
と
し
て
、
州
都
社
会
の
全
体
に
斎
戒

の
姿
勢
を
顕
示
す
る
こ
と
を
求
め
た
施
策
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
よ

う
。    

　

ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
は
モ
カ
ッ
タ
ム
か
ら
下
山
す
る
と
直
ち
に
カ

イ
ロ
の
南
の
河
港
フ
ス
タ
ー
ト
へ
と
騎
行
し
、
シ
ュ
ワ
ン
・
ス
ル

タ
ー
ニ
ー
ヤ
（shuw

an sulṭā niyya

、
ス
ル
タ
ン
の
穀
倉
群
）

で
貯
蔵
穀
物
を
視
察
し
た
。
そ
の
後
、
彼
は
川
船
に
乗
っ
て
ナ
イ

ル
西
岸
へ
と
渡
り
、
ブ
ー
ラ
ー
ク
・
タ
ク
ル
ー
ル B

ū lā q al-

一
六
八

表　17 世紀初頭カイロにおけるエジプト州総督主催の祈願式
No. 開催日 主催者 開催地 祈願の目的 主な参加者 典拠

1 1601 年 9-10 月 アリー・パシャ シャーフィイー廟近くの礼拝所 ペスト退散、物価の低下 学者、法学者、聖者、児童の教
師、善行と篤信の人々

Mabāhij al-ikhwān, 111r.

2 1601 年 10 月 20 日 アリー・パシャ モカッタム山のジュユーシー・モスク 降雨、物価の低下 州総督、学者、スーフィー導師、
篤信の人々

Mabāhij al-ikhwān, 72v-73r.

3 1601 年 11 月 9 日 アリー・パシャ モカッタム山 降雨 州総督、学者、スーフィー導師、
善行と篤信の人々

Mabāhij al-ikhwān, 74r.

4 1601 年 10-11 月 アリー・パシャ シャーフィイー廟近くの礼拝所 不明 学者、法学者、スーフィー導師、
篤信の人々

Mabāhij al-ikhwān, 75v.

5 1605 年 1 月 7 日 ハドゥム・メフメト・パシャ シャーフィイー廟近くの礼拝所 降雨 学者、善行と篤信の人々 Mabāhij al-ikhwān, 153r-153v.

6 1606 年 7 月 24 日 ハサン・パシャ モカッタム山 戦勝 学者、法学者、善行と篤信の
人々

Mabāhij al-ikhwān, 188v.

7 1606 年 7 月 28 日 ハサン・パシャ シャーフィイー廟近くの礼拝所 戦勝、物価の低下、降雨 学者、児童の教師、善行と篤信
の人々、軍司令官

Mabāhij al-ikhwān, 189r.

8 1609 年 8 月 28 日 クル・クラン・メフメト・パシャ シャーフィイー廟近くの礼拝所 ナイルの増水 学者、シャリーフ、児童と教師、
善行の人々、トルコ系軍人

Dhayl mabāhij al-ikhwān, 52v-53r.

※ No. 2 と No. 3 の間にもモカッタム山でアリー・パシャ主催の祈願式があったが、詳細は不明である。
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や
エ
ン
バ
ー
バIm

bā ba

に
ま
で
足
を
延
ば
し
た
が
、

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
地
に
貯
蔵
さ
れ

て
い
た
小
麦
を
視
察
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い（
う
）
16

。
祈
願
式
に
引

き
続
い
て
行
わ
れ
た
、
エ
ジ
プ
ト
州
の
財
政
・
徴
税
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
重
要
拠
点
施
設
と
そ
の
補
助
施
設
を
対
象
と
し
た
こ
の
一

連
の
視
察
の
意
図
に
つ
い
て
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
は
説
明
が

な
い
。
し
か
し
、
州
都
の
穀
物
供
給
・
価
格
を
め
ぐ
る
施
策
と
の

関
わ
り
も
窺
わ
せ
る
州
総
督
の
行
動
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ

う
。

　

そ
の
後
、
同
年
の
第
五
月
一
三
日
／
一
六
〇
一
年
一
一
月
九
日

に
も
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
は
騎
行
し
て
モ
カ
ッ
タ
ム
山
に
登
り
、
自

ら
の
布
告
で
集
め
た
学
者
た
ち
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
導
師
た
ち
、
そ

し
て
「
善
行
と
篤
信
の
人
々
（ahl al-khayr w

a al-ṣ alā ḥ

）」
の

集
団
と
共
に
、
そ
こ
で
祈
願
式
を
挙
行
し
た
（N

o.  3

）。『
マ

バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
記
事
に
は
さ
ら
に
、

し
か
し
、
そ
れ
に
は
何
の
効
果
も
無
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ

が
三
回
目
に
当
た
っ
た
の
だ
が
、
ア
ッ
ラ
ー
は
斯
様
な
慣
行

に
お
い
て
人
々
に
雨
（m

aṭ ar

）
を
控
え
給
う
た
の
で
あ
る
。

と
あ（
る
）
17

。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
が
モ
カ
ッ
タ
ム
山

上
で
主
催
し
た
三
度
目
の
祈
願
式
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
の
引
用
記
事
で
も
先
の
祈
願
式
と
同
様
に

一
六
九

表　17 世紀初頭カイロにおけるエジプト州総督主催の祈願式
No. 開催日 主催者 開催地 祈願の目的 主な参加者 典拠

1 1601 年 9-10 月 アリー・パシャ シャーフィイー廟近くの礼拝所 ペスト退散、物価の低下 学者、法学者、聖者、児童の教
師、善行と篤信の人々

Mabāhij al-ikhwān, 111r.

2 1601 年 10 月 20 日 アリー・パシャ モカッタム山のジュユーシー・モスク 降雨、物価の低下 州総督、学者、スーフィー導師、
篤信の人々

Mabāhij al-ikhwān, 72v-73r.

3 1601 年 11 月 9 日 アリー・パシャ モカッタム山 降雨 州総督、学者、スーフィー導師、
善行と篤信の人々

Mabāhij al-ikhwān, 74r.

4 1601 年 10-11 月 アリー・パシャ シャーフィイー廟近くの礼拝所 不明 学者、法学者、スーフィー導師、
篤信の人々

Mabāhij al-ikhwān, 75v.

5 1605 年 1 月 7 日 ハドゥム・メフメト・パシャ シャーフィイー廟近くの礼拝所 降雨 学者、善行と篤信の人々 Mabāhij al-ikhwān, 153r-153v.

6 1606 年 7 月 24 日 ハサン・パシャ モカッタム山 戦勝 学者、法学者、善行と篤信の
人々

Mabāhij al-ikhwān, 188v.

7 1606 年 7 月 28 日 ハサン・パシャ シャーフィイー廟近くの礼拝所 戦勝、物価の低下、降雨 学者、児童の教師、善行と篤信
の人々、軍司令官

Mabāhij al-ikhwān, 189r.

8 1609 年 8 月 28 日 クル・クラン・メフメト・パシャ シャーフィイー廟近くの礼拝所 ナイルの増水 学者、シャリーフ、児童と教師、
善行の人々、トルコ系軍人

Dhayl mabāhij al-ikhwān, 52v-53r.

※ No. 2 と No. 3 の間にもモカッタム山でアリー・パシャ主催の祈願式があったが、詳細は不明である。
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「
雨
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
少
々
不
可
解
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
地
中
海
沿
岸
の
一
部
地
域
を
除
き
エ
ジ
プ
ト

は
総
じ
て
降
雨
量
が
極
め
て
少
な
く
、
基
本
的
に
天
水
農
業
地
帯

で
は
な
く
、
ま
た
飲
用
な
ど
の
生
活
用
水
の
供
給
源
も
主
に
ナ
イ

ル
川
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ（
る
）
18

。
前
述
の
と
お
り
こ
の
年
の
ナ
イ
ル

川
は
低
水
位
の
傾
向
を
示
し
た
た
め
、
こ
こ
で
の
「
雨
」
が
増
水

を
引
き
起
こ
す
ナ
イ
ル
上
流
域
に
お
け
る
降
雨
を
指
す
と
い
う
解

釈
が
一
応
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
本
稿
第
三
章
に
お
い
て
別
の
事
例
を
検
討
す
る
際
に
再
論

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
に
よ
る
礼
拝
所
の
新
設
と
活
用

　
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
、
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ

は
、
カ
イ
ロ
南
部
の
広
大
な
墓
地
の
一
部
を
成
す
小
カ
ラ
ー
フ
ァ

Q
arā fa Ṣ ughrā

に
位
置
す
る
、
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
廟Q

ubbat 
al-Im

ā m
 al-Shā fi‘ī

に
面
し
た
丘
の
西
側
に
貯
水
池
（ṣ ihrī j
）
を

掘
る
よ
う
命
じ（
た
）
19

。
貯
水
池
が
完
成
す
る
と
水
が
張
ら
れ
、
そ
こ

に
配
置
さ
れ
た
給
水
の
世
話
係
（khā dim

）
に
は
毎
月
の
手
当

が
与
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
は
、
そ
の
傍
ら
に
大

き
な
礼
拝
所
（m

uṣ allā

）
を
建
設
す
る
よ
う
命
じ
、
そ
こ
に
説

教
壇
を
据
え（
た
）
20

。
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
そ
の
意
図
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

こ
の
礼
拝
所
は
、
価
格
の
低
下
と
降
雨
に
つ
い
て
の
祈
願

（du‘ ā’

）
の
た
め
に
人
々
を
集
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
建

造
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
全
く
有
効
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ（
る
）
21

。

こ
の
よ
う
に
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
の
祈
願

の
場
の
新
設
事
業
の
有
効
性
に
つ
い
て
疑
念
を
表
明
し
て
い
る
が
、

こ
の
新
設
の
礼
拝
所
（
祈
禱
所
）
は
州
都
の
祈
願
式
の
場
と
し
て

以
後
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。　

　

そ
の
最
初
の
利
用
は
同
年
第
四
月
／
一
六
〇
一
年
九
―
一
〇
月

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
は
、

同
月
、
学
者
た
ち
、
法
学
者
た
ち
、
児
童
の
教
師
た
ち

（m
u’ addibū n

）、
善
行
と
篤
信
の
人
々
、
聖
者
た
ち
（m

u‘ -
taqadū n

）
は
祈
願
の
た
め
カ
ラ
ー
フ
ァ
の
シ
ャ
ー
フ
ィ

イ
ー
廟
近
く
の
丘
の
上
に
彼
（
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
）
が
建
て

た
祈
願
所
へ
行
く
よ
う
に
、
と
い
う
布
告
の
公
表
に
関
す
る

ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
の
命
令
が
示
さ
れ（
た
）
22

。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
祈
願
式
に
「
児
童
の
教
師
た
ち
」、
つ
ま
り
マ
ク
タ
ブ

（
ク
ル
ア
ー
ン
学
校
）
の
教
師
と
「
聖
者
た
ち
」
も
参
加
し
た
点

に
ま
ず
注
意
を
払
っ
て
お
き
た（
い
）
23

。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
続
く
記
述

一
七
〇
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で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
礼
拝
所
の
形
状
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
大

き
な
マ
ス
タ
バ
（m

aṣṭ aba kabī ra

）」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
点
で
あ（
る
）
24

。
こ
こ
で
の
マ
ス
タ
バ
は
カ
イ
ロ
の
ス
ー
ク
の
店
先

に
設
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
「
台
座
」
で
は
な
く
、「
大
規
模
な

台
状
構
築
物
」
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
シ
ャ
ー
フ
ィ

イ
ー
廟
近
く
に
新
設
さ
れ
た
こ
の
礼
拝
所
の
形
態
は
、
地
面
よ
り

一
段
高
い
、
お
そ
ら
く
は
石
造
り
の
大
平
面
の
上
に
説
教
壇
が
一

つ
据
え
ら
れ
た
、
覆
い
の
屋
根
を
も
た
な
い
イ
ス
ラ
ー
ム
宗
教
施

設
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ（
る
）
25

。

　

翌
朝
、
布
告
に
応
じ
た
人
々
が
こ
の
礼
拝
所
に
参
集
す
る
と
、

シ
ャ
イ
フ
の
ザ
イ
ヌ
ル
ア
ー
ビ
デ
ィ
ー
ン
・
バ
ク
リ
ーZayn 

al-‘Ā
bidī n al-Bakrī

が
先
頭
に
立
っ
て
説
教
壇
の
上
で
唯
一
神

へ
の
祈
願
を
行
な
い
、
そ
の
後
、
正
午
前
に
参
加
者
た
ち
は
帰
路

に
着
い（
た
）
26

（N
o.  1

）。
近
世
エ
ジ
プ
ト
の
有
力
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団

バ
ク
リ
ー
ヤ
の
長
で
あ
っ
た
ザ
イ
ヌ
ル
ア
ー
ビ
デ
ィ
ー
ン
が
、
こ

の
祈
願
式
に
お
い
て
先
導
的
役
割
を
担
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ（
る
）
27

。

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
祈
願
式
が
催
さ
れ
た
理

由
を
「
大
流
行
の
ペ
ス
ト
と
物
価
高
の
除
去
（raf‘  al-ṭā‘ ū n w

a 
al-ghalā’

）」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
は
「
そ
れ
は

何
の
役
に
も
立
た
な
か
っ
た
が
、
つ
い
に
は
至
高
な
る
ア
ッ
ラ
ー

が
そ
の
双
方
、
す
な
わ
ち
ペ
ス
ト
と
物
価
高
の
除
去
を
欲
し
給
う

た
の
で
あ
る
。」
と
記（
し
）
28

、
こ
の
州
総
督
主
催
の
祈
願
式
そ
の
も

の
つ
い
て
は
、
ま
た
も
や
そ
の
実
効
性
を
疑
問
視
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
は
、
こ
の
翌
月
の
第
五
月
／
一
六
〇
一

年
一
〇
―
一
一
月
に
同
礼
拝
所
を
舞
台
に
同
様
の
祈
願
式
が
開
催

さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
述
内
容
は
か
な
り
の
点

で
相
似
的
で
あ
る
（N

o.  4

）。
主
な
相
違
点
を
列
挙
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
第
五
月
の
祈
願
式
に
つ
い
て
は
、
①
礼
拝
所
に
参
集
し
た

人
々
を
「
学
者
た
ち
、
法
学
者
た
ち
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
導
師
た
ち
、

篤
信
の
人
々
の
一
団
」
と
し
て
い
る
こ
と
、
②
「
コ
ー
ヒ
ー
を
売

る
場
所
が
日
の
出
か
ら
人
々
が
帰
路
に
着
く
ま
で
閉
鎖
さ
れ
た
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
祈
願
の
理
由
に
関
す
る
言
及
が
無
い

こ
と
、
そ
し
て
、
④
前
述
の
バ
ク
リ
ー
が
先
頭
に
立
っ
て
祈
願
し

た
こ
と
に
関
し
て
、

説
教
壇
に
上
り
、
サ
ジ
ュ
ウ
（
押
印
散
文
）
調
の
祈
願

（du‘ ā’  m
usajja‘

）
を
行
な
っ
た
の
は
、
シ
ャ
イ
フ
・
ザ
イ

ヌ
ル
ア
ー
ビ
デ
ィ
ー
ン
・
バ
ク
リ
ー Zayn al-‘Ā

bidī n al 
Bakrī  al-Ṣ iddī qī  

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
が
祈
願
を
行
な

う
と
同
時
に
、
人
々
は
彼
の
祈
願
に
「
ア
ー
メ
ン
（
か
く
あ

ら
せ
給
え
）」
と
い
っ
た
。

と
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ（
る
）
29

。

-

一
七
一
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第
五
月
の
集
団
祈
願
と
異
な
り
、
先
述
の
よ
う
に
第
四
月
の
そ

れ
に
つ
い
て
は
祈
願
の
目
的
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ

が
物
価
高
と
ペ
ス
ト
流
行
の
除
去
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
や
や
奇
妙
と
の
印
象
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
と
い
う
の
は
、

『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

同
月
（
一
〇
一
〇
年
第
九
月
／
一
六
〇
二
年
二
―
三
月
）、

高
貴
な
る
両
聖
地
の
穀
物
（ghilā l al-Ḥ aram

ayn 
al-sharī fayn

）
を
ス
エ
ズ
港
へ
と
運
搬
し
て
い
た
ア
ラ
ブ

部
族
民
（‘ urbā n

）
の
一
団
が
、
エ
ジ
プ
ト
と
そ
の
周
辺
で

発
生
し
た
、
当
該
期
に
同
様
の
例
を
耳
に
し
た
こ
と
の
な
い

疫
病
（w

abā’

）
へ
の
懼
れ
か
ら
逃
亡
し
た
。
私
が
得
た
情

報
で
は
、
流
行
の
始
ま
り
は
、
ル
ー
ム
地
方
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
後
の
こ
と
で
、
こ
の
年
の
第
七
月
（
一
六
〇
一
年
一
二

月
―
一
六
〇
二
年
一
月
）、
ナ
イ
ル
デ
ル
タ
で
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
れ
か
ら
第
九
月
（
一
六
〇
二
年
二
―
三
月
）
に

カ
ー
ヒ
ラ
で
増
大
し
、
第
一
〇
月
（
一
六
〇
二
年
三
―
四

月
）
に
は
少
し
縮
減
し
た
。
し
か
し
、
外
来
者
の
上
エ
ジ
プ

ト
人
た
ち
の
多
く
が
死
亡
し
、
つ
い
に
は
パ
ン
焼
き
窯
が
動

き
を
止
め
、
コ
ー
ヒ
ー
が
売
ら
れ
る
場
所
の
大
部
分
が
閉
鎖

さ
れ
た
の
で
あ（
る
）
30

。

こ
の
伝
染
病
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
に
関
す
る
詳
述
は
さ
ら
に
続
く
が
、

そ
こ
で
は
疫
病
一
般
を
意
味
す
る
「
ワ
バ
ー
（w

abā’

）」
に
換
え

て
「
ペ
ス
ト
（ṭā‘ ū n

）」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い（
る
）
31

。
こ
こ
で
注

意
し
た
い
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
初
発
の
地
ナ
イ
ル
デ
ル
タ

で
の
流
行
開
始
が
一
六
〇
一
年
末
〜
一
六
〇
二
年
初
頭
、
カ
イ
ロ

で
の
猖
獗
が
一
六
〇
二
年
二
―
三
月
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ペ
ス
ト
及
び
物
価
高
の
除
去
を
目
的
と

し
た
祈
願
式
が
一
六
〇
一
年
第
九
―
一
〇
月
に
カ
ラ
ー
フ
ァ
の
新

設
礼
拝
所
で
催
さ
れ
た
と
す
る
先
の
記
述
と
の
間
に
は
、
時
期
的

な
不
整
合
が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
さ
ら
に
目
を

転
じ
て
注
視
し
た
い
の
は
、「
前
述
の
ペ
ス
ト
の
流
行
に
お
い
て

死
亡
し
た
軍
司
令
官
た
ち
（um

arā’

）
と
高
位
の
者
た
ち

（akā bir

）
に
つ
い
て
の
記
述
」
と
題
す
る
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』

の
挿
入
記
事
の
部
分
で
あ（
る
）
32

。
同
記
事
中
に
は
、
カ
イ
ロ
を
訪
問

し
て
い
た
メ
ッ
カ
の
シ
ャ
リ
ー
フ
、
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
県
総
督
、
ダ
ミ

エ
ッ
タ
港
の
徴
税
請
負
人
（m

ultazim
 thaghr D

im
yā ṭ

）
な

ど
、
こ
の
時
期
の
ペ
ス
ト
流
行
で
感
染
死
し
た
有
力
者
た
ち
が
列

挙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
著
名
な
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
法
学
者
の

ハ
ー
ヌ
ー
テ
ィ
ーSirā j al-D

ī n al-Ḥ
ā nū tī

に
つ
い
て
の
み
死
亡

日
が
明
記
さ
れ
て
い（
る
）
33

。
そ
れ
は
一
〇
一
〇
年
第
四
月
三
日
／
一

六
〇
一
年
一
〇
月
一
日
で
あ
り
、
ペ
ス
ト
退
散
を
そ
の
目
的
の
一

つ
と
し
た
と
さ
れ
る
前
記
の
祈
願
式
の
開
催
と
時
期
的
に
ほ
ぼ
合

一
七
二



一
七
世
紀
初
頭
の
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
と
祈
願
式

）

九　
（

致
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
流
行
の
開
始
月

に
関
す
る
前
掲
の
引
用
記
述
の
確
度
の
方
を
む
し
ろ
問
題
視
す
べ

き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ（
る
）
34

。

　

一
〇
一
二
年
第
三
月
一
二
日
／
一
六
〇
三
年
八
月
二
〇
日
（
コ

プ
ト
暦
ミ
ス
ラ
ー
月
一
七
日
）、
ナ
イ
ル
川
の
満
水
と
ミ
ス
ル
運

河
開
き
の
恒
例
行
事
が
フ
ス
タ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
が
、
ア

リ
ー
・
パ
シ
ャ
は
こ
れ
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
こ
の
不
参
加
に
つ

い
て
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
と
し
て
は
前

代
未
聞
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
夜
に
、
ア
リ
ー
・

パ
シ
ャ
は
前
述
の
カ
ラ
ー
フ
ァ
の
礼
拝
所
で
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド

の
生
誕
を
祝
う
会
を
主
催
し
て
い
た
。
彼
は
ク
ル
ア
ー
ン
読
誦
者

た
ち
を
出
席
さ
せ
、
一
群
の
貧
者
た
ち
（fuqarā’

）
に
デ
ィ
ー

ナ
ー
ル
金
貨
を
一
枚
ず
つ
施
し
た
。
そ
し
て
朝
に
な
る
と
、
参
加

者
た
ち
は
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
の
た
め
に
唯
一
神
に
祈
願
し
た
と

い（
う
）
35

。
つ
ま
り
、
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
は
預
言
者
生
誕
祭
の
方
を
よ

り
重
視
し
、
自
ら
が
建
設
し
た
聖
廟
地
区
の
礼
拝
所
に
お
け
る
そ

の
祝
い
の
場
に
お
い
て
、
信
仰
に
篤
い
ム
ス
リ
ム
の
為
政
者
で
あ

る
こ
と
を
充
分
に
表
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
こ
の
州
総

督
は
、
重
要
な
ナ
イ
ル
の
伝
統
行
事
へ
の
恒
例
の
参
加
を
不
要
と

考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
彼
が
任
期
を
終
え
て

の
帝
都
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
へ
の
帰
還
の
準
備
に
忙
し
か
っ
た
と
い
う

こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
そ
の
翌
月
の
同
年
第
四
月
七
日
／
一
六

〇
三
年
九
月
一
四
日
に
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
は
二
年
分
の
中
央
納
金

（khazī na

）
を
携
え
て
カ
イ
ロ
城
を
後
に
し
、
陸
路
帝
都
へ
と
旅

立
っ
た
の
で
あ（
る
）
36

。
こ
の
よ
う
に
赴
任
先
の
社
会
に
篤
信
を
印
象

付
け
た
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
で
あ
り
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
は
そ

の
任
期
中
に
カ
イ
ロ
市
内
の
酒
店
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
と
の
記
述

も
み
ら
れ（
る
）
37

。

三　

後
続
の
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
た
ち
と
祈
願
式

　

ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
の
後
任
の
州
総
督
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
と
し
て

の
活
動
履
歴
を
も
つ
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
パ
シ
ャIbrā hī m

 
B
ā shā  al-Ṣū fī

で
あ
っ（
た
）
38

。
彼
は
一
〇
一
二
年
第
一
二
月
末
日
／

一
六
〇
四
年
五
月
二
九
日
に
着
任
し
た（
が
）
39

、
そ
の
僅
か
四
ヶ
月
後

の
一
〇
一
三
年
第
四
月
二
九
日
／
一
六
〇
四
年
九
月
二
四
日
、
カ

イ
ロ
北
郊
の
カ
ナ
ー
テ
ィ
ル
・
ム
ナ
ッ
ジ
ャ
ー
灌
漑
土
手Jisr 

Q
anā ṭ ir M

unajjā

近
く
の
マ
フ
ム
ー
ト
・
パ
シ
ャ
宮Q

aṣ r 
M

aḥ m
ū d B

ā shā

に
お
い
て
軍
隊
（jund

）
の
反
乱
勢
力
に
急

襲
さ
れ
、
殺
害
さ
れ（
た
）
40

。
正
規
軍
の
一
部
に
よ
る
現
役
の
州
総
督

の
殺
害
と
い
う
こ
の
衝
撃
的
事
件
の
後
、
エ
ジ
プ
ト
州
の
主
席

カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
っ
た
ム
ス
タ
フ
ァ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィM

uṣṭ afā  
A
fandī  b. ‘ A

zm
ī

が
州
総
督
臨
時
代
理
（qā’ im

 m
aqā m

）
と

一
七
三



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
二
号

）

一
〇　
（

し
て
治
政
に
当
た
っ
た
時
期
を
挟
ん
で
、
一
〇
一
三
年
第
七
月
二

八
日
／
一
六
〇
四
年
一
二
月
二
〇
日
、
宦
官
の
ハ
ド
ゥ
ム
・
メ
フ
メ

ト
・
パ
シ
ャM

uḥ am
m
ad B

ā shā  al-Ṭ aw
ā shī

が
エ
ジ
プ
ト
州

総
督
に
着
任
し
た
。
そ
の
在
任
期
間
は
短
く
、
一
〇
一
四
年
第
三

月
一
日
／
一
六
〇
五
年
七
月
一
七
日
ま
で
の
約
七
か
月
で
あ
っ（
た
）
41

。

　

一
〇
一
三
年
第
八
月
一
五
日
／
一
六
〇
五
年
一
月
六
日
、
ハ
ド

ゥ
ム
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
は
、「
人
々
が
水
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
祈
願
す
る
た
め
」
学
者
た
ち
や
「
善
行
と
篤
信
の
人
々
」
に

ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
の
カ
ラ
ー
フ
ァ
の
礼
拝
所
に
行
く
よ
う
命
じ
る

布
告
を
公
示
さ
せ
、
翌
日
、
そ
れ
は
実
行
に
移
さ
れ（
た
）
42

（N
o.  5

）。

ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
の
創
始
し
た
カ
ラ
ー
フ
ァ
の
礼
拝
所
で
の
祈
願

式
の
挙
行
と
い
う
遣
り
方
が
、
後
任
州
総
督
に
よ
っ
て
踏
襲
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
「
そ

れ
は
全
く
効
果
が
無
か
っ
た
。」
と
否
定
的
な
眼
差
し
を
向
け
て

い
る
が
、
こ
こ
で
注
視
す
べ
き
は
「
水
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
」

と
の
文
言
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
意
味
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な

の
が
、
約
二
週
間
後
の
同
年
第
九
月
一
日
／
一
六
〇
五
年
一
月
二

一
日
の
記
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

そ
の
日
、
ア
ッ
ラ
ー
は
雨
（m

aṭ ar

）
を
も
っ
て
イ
ス
ラ
ー

ム
教
徒
た
ち
を
お
助
け
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
人
々
は

通
り
へ
と
跳
び
出
し
、
吉
兆
と
恵
み
に
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

た
。
前
述
の
よ
う
に
冬
の
初
め
か
ら
そ
れ
（
雨
）
は
止
め
ら

れ
て
し
ま
い
、
カ
ー
ヒ
ラ
で
水
が
非
常
に
少
な
く
な
り
、
つ

い
に
は
革
水
筒
一
袋
分
が
二
ニ
ス
フ
で
売
ら
れ
た
。
そ
し
て

こ
れ
は
、
人
々
が
夏
期
の
よ
う
に
そ
れ
を
必
要
と
す
る
こ
と

の
な
い
、
厳
寒
の
な
か
の
こ
と
で
あ
っ
た
。﹇
中
略
﹈
も
し

こ
の
事
態
が
夏
期
に
あ
っ
た
な
ら
ば
、
激
し
い
渇
き
で
人
々

は
全
滅
し
た
で
あ
ろ（
う
）
43

。

つ
ま
り
、
ハ
ド
ゥ
ム
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
の
主
催
し
た
祈
願
式

は
、
飲
用
水
が
不
足
し
た
状
況
に
際
し
て
の
雨
乞
い
集
会
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
近
世
エ
ジ
プ
ト
に
関
す
る
古
気
候
学
研

究
と
の
す
り
合
わ
せ
も
必
要
と
な
ろ
う
が
、
差
し
当
た
っ
て
は
、

カ
イ
ロ
の
飲
用
水
と
し
て
時
に
天
水
が
希
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
、
と
い
う
意
外
な
史
実
を
伝
え
る
重
要
記
事
と
し
て
記
憶
に
留

め
て
お
き
た
い
。

　

ハ
ド
ゥ
ム
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
の
後
を
受
け
、
イ
ェ
メ
ン
州

総
督
の
職
に
あ
っ
た
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャḤ asan B

ā shā

が
一
〇

一
四
年
第
三
月
一
日
／
一
六
〇
五
年
七
月
一
七
日
、
エ
ジ
プ
ト
州

総
督
へ
と
転
任
し（
た
）
44

。
彼
が
同
職
を
担
っ
た
の
は
、
一
〇
一
六
年

第
一
月
二
五
日
／
一
六
〇
七
年
五
月
二
二
日
ま
で
の
約
一
年
一
〇

か
月
で
あ
っ（
た
）
45

。
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
に
つ
い
て
も
祈
願
式
の
主
催

一
七
四



一
七
世
紀
初
頭
の
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
と
祈
願
式

）

一
一　
（

者
と
な
っ
た
事
例
が
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
確
認
さ
れ
る
。
彼
は

一
〇
一
五
年
第
三
月
一
七
日
／
一
六
〇
六
年
七
月
二
三
日
、「
学

者
た
ち
や
法
学
者
た
ち
や
善
行
と
篤
信
の
人
々
」
を
対
象
に
、
モ

カ
ッ
タ
ム
山
に
登
り
、「
我
ら
の
主
人
、
ス
ル
タ
ン
・
ア
フ
メ
ト

の
た
め
に
、
至
高
な
る
ア
ッ
ラ
ー
が
不
信
仰
者
た
ち
（kā -

firū n

）
や
罪
深
き
者
た
ち
（fā siqū n

）
に
対
す
る
勝
利
を
与
え

る
よ
う
祈
願
す
る
こ
と
」
を
命
じ
る
布
告
を
出
さ
せ
、
翌
日
そ
れ

は
そ
の
と
お
り
に
実
行
さ
れ
た
と
い（
う
）
46

（N
o.  6

）。
つ
ま
り
、
モ

カ
ッ
タ
ム
山
に
お
け
る
こ
の
集
団
祈
願
の
目
的
は
、
北
西
方
面
の

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
、
東
方
の
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
一
世
の
サ

フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
軍
、
さ
ら
に
は
内
憂
の
ジ
ェ
ラ
ー
リ
ー
諸
反
乱
に

対
す
る
ア
フ
メ
ト
一
世
（
在
位
一
六
〇
三
―
一
六
一
七
年
）
と
オ

ス
マ
ン
朝
軍
の
勝
利
の
祈
願
で
あ
っ（
た
）
47

。
ス
ル
タ
ン
の
代
理
人
た

る
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
が
聖
山
モ
カ
ッ
タ
ム
を
オ
ス
マ
ン
朝
の
戦
勝

祈
願
の
場
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
は
、
特
段
の
注
目
に
値
し
よ
う
。

　

祈
願
式
の
三
日
後
の
第
三
月
二
一
日
／
一
六
〇
六
年
七
月
二
七

日
、
再
度
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
の
布
告
が
公
示
さ
れ
、「
学
者
た
ち
、

善
行
と
篤
信
の
人
々
、
マ
ク
タ
ブ
の
児
童
の
教
師
た
ち

（m
u’ addibū n al-aṭ fā l bi-al-m

akā tib

）、
王
朝
の
軍
司
令
官
た

ち
（um

arā’  al-daw
la

）」
に
カ
ラ
ー
フ
ァ
の
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ

の
礼
拝
所
に
行
き
、「
我
ら
の
主
人
、
ス
ル
タ
ン
・
ア
フ
メ
ト
一

世
が
不
信
仰
者
た
ち
に
対
し
て
勝
利
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
イ
ス

ラ
ー
ム
教
徒
た
ち
の
食
料
が
安
く
な
る
よ
う
に
、
そ
し
て
雨

（m
aṭ ar

）
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
、
至
高
な
る
ア
ッ
ラ
ー
に

祈
る
よ
う
命
じ
た
。」
と
い
う
（N

o.  7

）。
そ
の
翌
日
に
布
告
に

従
っ
て
何
度
も
集
団
祈
願
が
行
な
わ
れ
た
が
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ

ミ
ー
は
何
の
効
果
も
な
か
っ
た
と
い
う
一
文
を
付
加
す
る
こ
と
を

こ
こ
で
も
忘
れ
て
い
な（
い
）
48

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
祈
願
式
を
め
ぐ
る
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
以
来
の

統
治
手
法
を
こ
の
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
も
踏
襲
し
、
モ
カ
ッ
タ
ム
山

と
カ
ラ
ー
フ
ァ
の
両
方
に
お
い
て
集
団
祈
願
式
の
開
催
を
主
導
し

た
。
し
か
し
、
一
六
〇
六
年
夏
に
ナ
イ
ル
川
の
増
水
が
一
時
的
に

停
止
し
た
際
に
は
、
別
の
宗
教
的
施
策
が
と
ら
れ
た
。
同
年
第
四

月
二
一
日
／
一
六
〇
六
年
八
月
二
六
日
、
満
水
後
に
ナ
イ
ル
の
増

水
が
五
日
間
止
ま
り
、
住
民
が
小
麦
を
求
め
て
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
河

岸
に
殺
到
す
る
事
態
を
受
け
て
、
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
は
カ
イ
ロ
の

ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
（
市
場
公
益
監
督
官
）
を
解
任
し
て
自
ら
の
従
者

（tā bi‘

）
を
同
職
に
据（
え
）
49

、
他
方
で
カ
ラ
ー
フ
ァ
の
複
数
の
修
道

場
（zaw

ā yā

）
と
カ
ー
ヒ
ラ
の
複
数
の
聖
廟
（aḍ riḥ a

）
で
羊
の

犠
牲
儀
礼
を
挙
行
す
る
よ
う
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
市
内
の

複
数
の
小
さ
な
聖
域
に
お
け
る
犠
牲
儀
礼
の
同
時
的
実
施
の
理
由

に
つ
い
て
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
ナ
イ
ル
の
増
水
停
止
に
よ

一
七
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る
と
明
記
し
て
い（
る
）
50

。

　

ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
の
後
任
が
周
知
の
ク
ル
・
ク
ラ
ン
・
メ
フ
メ

ト
・
パ
シ
ャW

azī r M
uḥa m

m
ad B

ā shā  al-Sā liḥ dā r

（
在
職

一
六
〇
七
―
一
六
一
一
年
）
で
あ
る
。
彼
は
エ
ジ
プ
ト
州
に
お
け

る
一
六
世
紀
末
以
来
の
軍
事
・
政
治
面
の
混
乱
状
態
を
立
て
直
し
、

「
第
二
の
エ
ジ
プ
ト
征
服
」
を
成
し
遂
げ
た
強
力
な
エ
ジ
プ
ト
州

総
督
と
さ
れ
て
き（
た
）
51

。『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
は
ク
ル
・
ク
ラ

ン
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
の
カ
イ
ロ
到
着
が
一
〇
一
六
年
第
一
月

二
六
日
／
一
六
〇
七
年
五
月
二
三
日
、
カ
イ
ロ
城
の
州
総
督
府
で

州
総
督
の
職
務
を
遂
行
し
始
め
た
の
が
同
年
第
二
月
七
日
／
一
六

〇
七
年
六
月
三
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
一
〇
二
〇
年
第
六
月

一
九
日
／
一
六
一
一
年
八
月
二
九
日
に
同
職
か
ら
退
い
た
が
、
そ

の
在
任
期
間
は
四
年
四
ヶ
月
余
に
及
ん（
だ
）
52

。

　

こ
の
ク
ル
・
ク
ラ
ン
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
の
任
期
中
に
も
、

カ
ラ
ー
フ
ァ
に
お
け
る
祈
願
式
の
事
例
が
確
認
さ
れ
る
（N

o.  8

）。

『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

一
〇
一
八
年
第
五
月
二
七
日
／
一
六
〇
九
年
八
月
二
八
日
、

人
々
は
こ
の
心
配
事
を
取
り
除
こ
う
と
祈
願
の
た
め
に
外
出

し
た
。
人
々
に
は
既
に
そ
の
こ
と
が
布
告
さ
れ
て
い
た
。

人
々
が
祈
願
に
向
か
い
帰
還
す
る
ま
で
、
店
舗
や
売
場
が
閉

じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
明
け
方
か
ら
真
昼
ま
で
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
学
者
た
ち
、
善
行
の
人
々
、
児
童
の
教
師

た
ち
の
集
団
が
外
出
し
た
。
祈
願
の
た
め
の
人
々
の
集
合
は
、

ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
が
そ
の
任
期
に
イ
マ
ー
ム
・
シ
ャ
ー
フ
ィ

イ
ー
廟
前
の
西
側
に
設
立
し
た
礼
拝
所
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

彼
は
そ
の
時
代
に
ペ
ス
ト
（ṭā‘ ū n

）
が
流
行
し
た
際
に
、
そ

の
建
設
を
命
じ
た
の
で
あ（
る
）
53

。

　

引
用
文
中
の
「
こ
の
心
配
事
」
と
は
、
同
年
八
月
に
ナ
イ
ル
川

の
夏
季
の
増
水
が
一
時
的
に
停
止
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ

の
際
、
カ
イ
ロ
の
人
々
は
騒
ぎ
を
起
こ
し
、
不
安
に
駆
ら
れ
て
穀

物
の
獲
得
に
奔
走
し（
た
）
54

。
こ
う
し
た
事
態
に
、
祈
願
式
の
開
催
の

何
日
か
前
に
、
ク
ル
・
ク
ラ
ン
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
自
身
が
そ

の
「
解
決
」
に
向
け
て
の
宗
教
的
活
動
を
開
始
し
て
い
た
。
こ
の

州
総
督
は
夜
間
に
カ
イ
ロ
城
を
下
り
る
と
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
ー

ン
・
ハ
ナ
フ
ィ
ー
聖
廟
を
訪
れ
、
両
頬
を
敷
居
に
擦
り
付
け
て
ア

ッ
ラ
ー
に
祈
願
し
、
ま
た
「
一
群
の
カ
ー
ヒ
ラ
の
生
け
る
聖
者
た

ち
（jam

ā‘ a m
in al-m

ashā’ ikh al-aḥ yā’  al-m
u‘ taqadī n

）」
も

訪
問
し
た
（zā ra

）。
そ
し
て
聖
者
た
ち
の
一
人
、
フ
ァ
ハ
ー
ダ

池
街
区Ḥ

ā rat Birkat al-Fahā da

に
住
む
ム
タ
ウ
ワ
イ
ー

Shaykh Ḥ usayn al-M
uṭ aw

w
a‘ī

と
い
う
シ
ャ
イ
フ
に
増
水
の

祈
願
を
要
請
し
た
と
い（
う
）
55

。
こ
の
州
総
督
が
、
宗
教
的
意
味
で
効

果
が
期
待
さ
れ
た
「
死
せ
る
聖
者
」
と
「
生
け
る
聖
者
」
の
双
方

一
七
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に
対
し
て
働
き
掛
け
、
問
題
解
決
に
向
け
た
行
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
た
点
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
州
総
督
は
、「
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
の
カ
ー
デ
ィ
ー
（qā ḍī  

al-dī w
ā n

）」
に
八
〇
〇
〇
ニ
ス
フ
の
銀
貨
を
渡
し
、
カ
ー
ヒ
ラ

の
複
数
の
マ
ク
タ
ブ
（m

akā tib

）
に
分
配
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。

こ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
は
マ
ク
タ
ブ
を
巡
回
し
、
教
師
た
ち
や
未
成
年

の
生
徒
た
ち
（ṣ ibyā n
）
に
銀
貨
を
分
け
与
え
た
。
イ
ブ
ン
・
ア

ジ
ャ
ミ
ー
の
得
た
情
報
で
は
、
生
徒
た
ち
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
ニ
ス

フ
、
つ
ま
り
銀
貨
二
枚
が
施
さ
れ
た
と
い（
う
）
56

。
ナ
イ
ル
の
増
減
水

を
司
る
最
高
主
体
は
ア
ッ
ラ
ー
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
唯
一

神
に
近
し
い
貧
者
・
弱
者
へ
の
任
意
の
喜
捨
行
為
（
サ
ダ
カ
）
は

当
時
と
し
て
は
至
極
妥
当
な
宗
教
・
政
治
的
行
動
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
で
州
総
督
が
施
し
の
対
象
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
初
等
教
育
の
場

に
集
中
さ
せ
て
い
た
点
に
注
意
を
払
っ
て
お
き
た（
い
）
57

。

　

こ
う
し
た
州
総
督
に
よ
る
聖
者
た
ち
へ
の
働
き
掛
け
と
マ
ク
タ

ブ
へ
の
サ
ダ
カ
に
続
い
て
、
先
の
引
用
記
事
の
州
総
督
が
主
催
す

る
祈
願
式
が
、
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
廟
近
く
の
礼
拝
所
で
挙
行
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
式
を
先
導
し
た
「
祈
願
の
説
教
師
（khaṭī b 

fī  al-du‘ ā’

）」
は
、「
ア
ル
テ
ィ
ー
・
バ
ル
マ
クA

lṭī  Barm
aq

」

と
し
て
知
ら
れ
た
ム
ハ
ン
マ
ド
と
い
う
名
の
シ
ャ
イ
フ
で
あ
っ
た
。

「
ア
ル
テ
ィ
ー
・
バ
ル
マ
ク
」
に
つ
い
て
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー

は
、
オ
ス
マ
ン
語
（lugha T

urkiyya

）
で
「
そ
れ
ぞ
れ
の
手

に
指
が
六
本
あ
る
人
」
を
意
味
す
る
と
解
説
し
て
い（
る
）
58

。
導
師
は

多
指
症
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
祈
願
式
に
は
多
数
の
ト
ル
コ
系
軍
人
た
ち

（arw
ā m

）
や
マ
ク
タ
ブ
の
児
童
た
ち
も
参
加
し
、
さ
ら
に

「
カ
ー
ヒ
ラ
に
お
け
る
シ
ャ
イ
フ
の
中
の
シ
ャ
イ
フ
」
で
シ
ャ

リ
ー
フ
で
あ
っ
た
ア
フ
マ
ド
・
ブ
ン
・
リ
フ
ァ
ー
イ
ー A

bū  
al-‘ A

bbā s A
ḥ m

ad b. al-Rifā‘ī

も
加
わ
っ
て
、
大
変
な
盛
り
上

が
り
を
み
せ
た
と
い（
う
）
59

。『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
続
篇
の
記
述
は

ク
ル
・
ク
ラ
ン
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
の
任
期
の
途
中
で
突
如
擱

筆
に
至
る
が
、
こ
の
有
名
な
州
総
督
に
よ
る
祈
願
式
の
主
催
が
確

認
さ
れ
る
の
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

結
―
―
ま
と
め
と
考
察

　

以
上
、
一
七
世
紀
初
頭
の
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
た
ち
が
布
告
に
よ

っ
て
指
示
を
与
え
、
州
都
周
縁
部
の
聖
域
で
主
催
し
た
祈
願
式
の

諸
事
例
に
つ
い
て
未
活
用
史
料
か
ら
具
体
像
を
再
構
成
し
、
検
討

を
加
え
て
き
た
。
一
六
〇
一
年
か
ら
一
六
〇
九
年
ま
で
と
い
う
短

期
間
の
八
例
と
い
う
限
ら
れ
た
考
察
対
象
で
は
あ
る
が
、『
マ

バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
そ
の
続
篇
の
利
用
に
よ
っ
て
初
め
て
把
捉
し
得

た
諸
事
例
で
あ
り
、
ま
た
祈
願
式
の
特
徴
や
傾
向
性
に
関
し
て
も

一
七
七
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幾
つ
か
の
点
を
鮮
明
化
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以

下
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
主
催
者
の
州
総
督
と
開
催
地
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ペ
ス
ト

退
散
を
当
初
の
目
的
と
し
て
小
カ
ラ
ー
フ
ァ
の
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー

廟
近
く
に
礼
拝
所
を
新
造
し
、
そ
こ
で
の
多
様
な
目
的
の
祈
願
集

会
の
祖
形
を
創
出
し
た
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
の
「
治
績
」
の
史
的
重

要
性
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
継
の
ハ
ド
ゥ
ム
・
メ
フ

メ
ト
・
パ
シ
ャ
、
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
、
ク
ル
・
ク
ラ
ン
・
メ
フ
メ

ト
・
パ
シ
ャ
は
、
宗
教
儀
礼
を
通
じ
た
社
会
的
不
安
の
解
消
と
い

う
多
分
に
政
策
的
な
危
機
対
応
の
企
て
に
お
い
て
、
古
来
集
団
祈

願
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
モ
カ
ッ
タ
ム
山
と
比
べ
て
、
カ

イ
ロ
城
下
の
中
央
広
場
の
ル
マ
イ
ラ
広
場
か
ら
の
平
坦
な
行
路
が

整
い
、
住
民
の
参
集
も
容
易
な
小
カ
ラ
ー
フ
ァ
と
い
う
聖
域
の
中

心
部
付
近
に
出
現
し
た
新
た
な
宗
教
空
間
を
活
用
す
る
、
と
い
う

手
法
を
踏
襲
し
て
い
っ
た
。
祈
願
式
の
場
と
し
て
八
例
中
五
例
を

占
め
る
、
空
を
望
む
こ
の
開
放
的
な
礼
拝
所
は
、
こ
う
し
た
統
治

の
文
化
的
要
素
の
継
承
を
通
じ
て
州
都
の
公
的
な
祈
願
空
間
と
し

て
定
着
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
ア

リ
ー
・
パ
シ
ャ
を
含
め
た
州
総
督
た
ち
は
そ
こ
で
の
集
団
祈
願
に

自
ら
加
わ
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。

ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
の
祈
願
式
へ
の
参
加
が
確
認
で
き
る
の
は
、
モ

カ
ッ
タ
ム
山
で
の
二
度
の
祈
願
式
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ

で
取
り
上
げ
た
後
継
の
州
総
督
た
ち
の
な
か
で
唯
一
モ
カ
ッ
タ
ム

山
の
祈
願
式
を
組
織
し
た
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
も
ま
た
、
式
に
臨
席

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
州
総
督
主
催
の
祈

願
式
の
効
果
に
つ
い
て
多
分
に
懐
疑
的
な
著
者
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ

ミ
ー
の
オ
ス
マ
ン
朝
や
エ
ジ
プ
ト
州
政
権
に
対
す
る
見
方
、
権
力

観
に
関
し
て
も
今
後
の
考
究
が
必
要
で
あ
る
。

　

シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
廟
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、
ベ
ー
レ
ン
ス

=

ア
ブ
ー
セ
イ
フ
は
一
八
世
紀
に
は
州
総
督
の
着
任
行
進
の
コ
ー
ス

に
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
廟
参
詣
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
着
目

し
、
一
七
世
紀
ま
で
は
そ
う
し
た
慣
行
は
な
か
っ
た
と
推
察
し
、

ま
た
ク
ル
・
ク
ラ
ン
・
メ
フ
メ
ト
な
ど
州
総
督
が
シ
ャ
ー
フ
ィ

イ
ー
廟
を
重
視
す
る
傾
向
、
さ
ら
に
は
、
具
体
的
な
人
物
名
は
挙

げ
て
い
な
い
が
州
総
督
の
埋
葬
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し

て
い（
る
）
60

。
本
小
論
が
取
り
上
げ
た
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
に
よ
る
祈
願

所
の
設
置
・
活
用
を
含
め
て
、
一
七
世
紀
の
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
と

こ
の
聖
廟
の
諸
関
係
に
つ
い
て
の
多
角
的
な
検
討
は
不
可
欠
と
い

え
る
。
ハ
ナ
フ
ィ
ー
学
派
重
視
の
オ
ス
マ
ン
朝
の
ス
ン
ナ
派
体
制

に
鑑
み
れ
ば
、
そ
れ
は
、
エ
ジ
プ
ト
社
会
で
明
ら
か
に
優
勢
な
シ

ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
学
派
の
開
祖
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
明
示
す
る
こ
と

の
政
治
的
な
意
義
と
関
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
七
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次
に
祈
願
の
目
的
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
ペ
ス
ト
の
退
散
、

物
価
の
低
下
、
戦
勝
、
降
雨
、
ナ
イ
ル
川
の
増
水
の
よ
う
に
様
々

で
あ
っ
た
。
社
会
が
危
機
・
難
題
に
直
面
し
た
際
に
聖
な
る
場
を

舞
台
と
し
て
行
な
わ
れ
る
集
団
祈
願
は
、
唯
一
神
の
救
済
と
い
う

応
答
を
希
求
し
て
の
宗
教
実
践
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
て
州
都
の

人
々
を
誘
導
す
る
こ
と
は
、
州
総
督
に
と
っ
て
社
会
危
機
の
管
理

上
「
正
し
い
」
選
択
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
う
ち
降
雨
に
つ

い
て
は
、
灌
漑
農
業
の
必
要
条
件
で
あ
っ
た
ナ
イ
ル
の
増
水
を
求

め
る
場
合
と
日
常
の
飲
用
水
の
確
保
の
た
め
の
降
雨
を
求
め
る
場

合
の
双
方
が
認
め
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
時
代
幅
を
広
げ
て
関
連
事

例
を
集
め
、
環
境
史
の
成
果
も
併
せ
つ
つ
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
ナ
イ
ル
の
増
水
停
止
に
際
し
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
は
羊
の
犠

牲
儀
礼
を
も
っ
て
対
応
し
た
が
、
本
小
論
で
確
認
し
た
ク
ル
・
ク

ラ
ン
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
主
催
の
増
水
祈
願
式
も
含
め
て
、
ナ

イ
ル
川
の
水
位
変
動
へ
の
一
七
世
紀
の
州
総
督
た
ち
の
関
わ
り
や

対
処
に
つ
い
て
史
料
情
報
を
集
め
て
総
合
的
に
考
察
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

祈
願
式
へ
の
参
加
者
に
関
し
て
は
、
祈
願
主
体
に
具
体
的
に
言

及
す
る
か
た
ち
の
布
告
で
あ
っ
た
点
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。「
善

行
と
篤
信
の
人
々
」
と
い
う
表
現
は
「
全
て
の
善
き
イ
ス
ラ
ー
ム

教
徒
た
ち
」
を
指
す
と
も
い
え
よ
う
が
、
と
り
わ
け
学
者
・
ス
ー

フ
ィ
ー
導
師
・「
生
け
る
聖
者
」・
シ
ャ
リ
ー
フ
な
ど
、
社
会
の
中

で
よ
り
強
く
宗
教
性
を
帯
び
た
人
々
の
参
加
を
主
催
者
側
が
求
め

て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
唯
一
神
の
応
答
を
引
き

出
す
彼
ら
の
「
実
効
力
」
が
期
待
さ
れ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
こ

の
う
ち
学
者
が
し
ば
し
ば
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
書
き
手
の
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
学
者
だ
っ
た
こ
と
も

関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
、
軍
司
令
官
や
ト
ル
コ
系

軍
人
の
参
列
は
祈
願
式
の
政
策
性
を
考
慮
す
れ
ば
意
外
と
は
い
え

ま
い
。
刮
目
す
べ
き
は
ク
ル
ア
ー
ン
学
校
の
教
師
や
児
童
の
動
員

で
あ
ろ
う
。
中
世
・
近
世
の
カ
イ
ロ
に
お
け
る
給
水
所
と
ク
ル

ア
ー
ン
学
校
の
複
合
施
設
（
サ
ビ
ー
ル
・
マ
ク
タ
ブ
）
の
増
殖
が

示
す
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
根
本
啓
典
の
児
童
へ
の
教
育
は
、

ワ
ク
フ
（
永
続
的
サ
ダ
カ
）
を
含
む
サ
ダ
カ
の
対
象
と
し
て
重
要

視
さ
れ
て
い
た
。
マ
ク
タ
ブ
の
教
師
と
生
徒
は
、
こ
う
し
た
支
援

に
よ
っ
て
、
ア
ッ
ラ
ー
が
下
し
た
ア
ラ
ビ
ア
語
の
啓
示
の
言
葉
に

日
々
触
れ
続
け
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
祈
願
式
へ
の
動
員
は
、
彼

ら
初
等
学
校
の
師
弟
た
ち
が
学
者
・
ス
ー
フ
ィ
ー
・
聖
者
ら
と
同

様
に
、
唯
一
神
へ
の
志
向
性
が
特
段
に
強
く
、
恩
寵
が
与
え
ら
れ

や
す
い
人
々
、
と
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
時
期
の
前
代
に
つ
い
て
年
代
記
史
料
か
ら

関
連
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
は
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

一
七
九



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
二
号

）

一
六　
（

有
用
な
ア
ラ
ビ
ア
語
の
年
代
記
史
料
の
数
が
増
え
る
一
七
世
紀
中

葉
以
降
に
つ
い
て
は
、
研
究
展
開
の
可
能
性
が
小
さ
く
な
い
と
思

わ
れ
る
。
一
七
世
紀
初
頭
に
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
に
よ
っ
て
創
ら
れ

た
伝
統
の
そ
の
後
を
追
究
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
八
〇

註（1
）　Ibn al-‘ A

jam
ī , M

abā hij al-ikhw
ā n w

a m
anā hij al-khil-

lā n fī  ḥ aw
ā dith al-duhū r w

a al-azm
ā n, Forschungsbiblio-

thek Gotha, M
s. orient. A

 1631. ﹇
以
下
、M

abā hij al-ikhw
ā n

﹈

（
2
）　

エ
ジ
プ
ト
の
当
該
期
を
扱
っ
た
以
下
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー

に
関
わ
る
主
な
諸
研
究
に
も
、
こ
の
史
料
へ
の
言
及
は
全
く
み
ら
れ

な
い
。Peter M

alcolm
 H

olt, “ O
ttom

an Egypt （1517-1798

）: 
A
n A

ccount of A
rabic H

istorical Sources” , in P. M
. H

olt 

（ed.

）, Political and Social Change in M
odern E

gypt, Lon-
don: O

xford U
niversity Press, 1968, pp. 3-12; Laylā  ‘ A

bd 
al-Laṭī f A

ḥ m
ad, D

irā sā t fī  ta’ rī kh w
a m

u’ arrikhī  M
iṣ r w

a 
al-Shā m

 ibbā na al-‘ aṣ r al-‘ U
thm

ā nī , Cairo: M
aktabat al 

-K
hā njī , 1980; D

aniel Crecelius, E
ighteenth C

entury 
E
gypt: T

he A
rabic M

anuscript Sources, Clarem
ont: Re-

gina Books, 1990; D
aniel Crecelius and ‘ A

bd al-W
ahhab 

Bakr, A
l-D

am
urdashi’ s Chronicle of E

gypt, 1688-1755: 
A
l-D

urra al-m
usana fi akhbar al-K

inana, Leiden: Brill, 
1991; N

elly H
anna, “ T

he Chronicles of O
ttom

an Egypt: 
H
istory or Entertainm

ent?” , in H
ugh K

ennedy 

（ed.

）, 

T
he H

istoriography of Islam
ic E

gypt 

（c. 950-1800

）, 
Leiden: B

rill, 2001, pp. 237-250; N
ā ṣ ir ‘ A

bd A
llā h 

‘ U
thm

ā n, Q
abla an ya’ tiya al-gharb: A

l-Ḥ araka al-‘ ilm
i-

yya fī  M
iṣ r fī  al-qarn al-sā bi‘  ‘ ashar, Cairo: al-M

aṭ ba‘ at 
D
ā r al-K

utub w
a al-W

athā’ iq al-Q
aw

m
iyya, 2006; A

dam
 

Sabra, “‘ T
he Second O

ttom
an Conquest of Egypt’ : Rhet-

oric and Politics in Seventeenth Century Egyptian H
is-

toriography” , in A
sad Q

. A
hm

ed, Behnam
 Sadeghi, and 

M
ichael Bonner 

（ed.

）, T
he Islam

ic Scholarly T
radition: 

Studies in H
istory, Law

, and T
hought in H

onor of Pro-
fessor M

ichael A
llan Cook, Leiden: Brill, 2011, pp. 149-

177. 

こ
の
動
乱
期
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
で
州
の
正
規
軍
に
よ
る
種
々

の
要
求
行
動
や
反
乱
、
ア
ナ
ト
リ
ア
や
北
シ
リ
ア
で
ジ
ェ
ラ
ー

リ
ー
諸
反
乱
が
起
こ
り
、
社
会
的
な
動
揺
が
広
が
り
を
み
せ
た
。

エ
ジ
プ
ト
の
軍
隊
反
乱
に
つ
い
て
はA

dam
 Sabra, “  ‘ T

he Sec-
ond O

ttom
an Conquest of Egypt’” ; M

ichael W
inter, “ O

t-
tom

an E
gypt, 1525-1609” , M

. W
. D

aly 

（ed.

）, T
he 

Cam
bridge H

istory of E
gypt, vol. 2: M

odern E
gypt from

 
1517 to the E

nd of the T
w
entieth Century, Cam

bridge: 
Cam

bridge U
niversity Press, 1998, pp. 17-20; Peter M

al-
colm

 H
olt, Studies in the H

istory of the N
ear E

ast, Lon-
don: Frank Cass, 1973, pp. 179-180

を
、
ジ
ェ
ラ
ー
リ
ー
諸

反
乱
に
つ
い
て
はW

illiam
 J. Grisw

old, T
he G

reat A
nato-

lian R
ebellion, 1000-1020/1591-1611, Berlin: K

laus 
Schw

arz V
erlag, 1983; K

aren Barkey, Bandits and Bu-
reaucrats: T

he O
ttom

an R
oute to State Centralization, 



一
七
世
紀
初
頭
の
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
と
祈
願
式

）

一
七　
（
一
八
一

Ithaca: Cornell U
niversity Press, 1994; Ö

zel, O
ktay, “ T

he 
Reign of V

iolence: the Celalis c.1550-1700” , in Christine 
W

oodhead 

（ed.

）, T
he O

ttom
an W

orld, London: Rout-
ledge, 2012, pp. 184-202

を
参
照
の
こ
と
。

（
3
）　Ibn al-‘ A

jam
ī , T

a’ rī kh ā l ‘ U
thm

ā n, Forschungsbiblio-
thek Gotha, M

s. orient. A
 1632. 

﹇
以
下
、D

hayl m
abā hij 

al-ikhw
ā n

﹈
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
続
篇
に
お
い
て
『
マ
バ
ー

ヒ
ジ
ュ
』
を
「
第
一
巻
」
と
呼
ん
で
い
る
（D

hayl m
abā hij al-

ikhw
ā n, fol. 6r.

）。
そ
れ
に
則
し
て
い
え
ば
、
続
篇
は
「
第
二

巻
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
一
連
の
史
書
の
内
容
構
成
の

詳
細
や
史
料
的
性
格
、
同
時
代
の
ア
ラ
ビ
ア
語
の
伝
記
集
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
な
い
著
者
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
人
物
史
や
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
つ
い
て
は
、
現
在
準
備
中
の
別
稿
に
お

い
て
詳
論
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
4
）　

歴
史
叙
述
に
注
力
し
た
近
世
ア
ラ
ブ
都
市
の
「
商
工
民
知
識

人
」
と
い
う
点
に
お
い
て
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
一
八
世

紀
ダ
マ
ス
ク
ス
の
理
髪
業
者
（ḥ allā q

）
の
史
家
ブ
ダ
イ
リ
ー
に

比
肩
さ
れ
よ
う
。
ブ
ダ
イ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
最
初
に
注

目
し
紹
介
し
た
前
嶋
信
次
「
浮
世
床
史
学
―
―
十
八
世
紀
シ
リ
ア

の
珍
籍
」『
史
学
』
三
二
巻
三
号
（
一
九
五
九
年
）、
一
二
六
―
一

三
〇
頁
（
後
に
『
書
物
と
旅 

東
西
往
還
』（
前
嶋
信
次
著
作
選
第

四
巻
、
東
洋
文
庫
六
八
四
）、
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
所
収
）、
そ

し
て
、
最
新
の
研
究
で
あ
るD

ana Sajdi, T
he Barber of D

a-
m

ascus: N
ouveau Literacy in the E

ighteenth-Century O
t-

tom
an Levant, Redw

ood City: Stanford U
niversity Press, 

2013

を
参
照
の
こ
と
。

（
5
）　Stanford J. Shaw

, T
he Financial and A

dm
inistrative 

O
rganization and D

evelopm
ent of O

ttom
an E

gypt, 1517-
1798, Princeton: Princeton U

niversity Press, 1962, pp. 
1-7; Laylā  ‘ A

bd al-Laṭī f A
ḥ m

ad, al-Idā ra fī  M
iṣ r fī  al-‘ aṣ r 

al-‘ U
thm

ā nī , Cairo: M
aṭ ba‘ at Jā m

i‘ at ‘ A
yn Sham

s, 1978; 
A
ndré Raym

ond, Le Caire, Paris: Fayard, 1993, pp. 195-
197; M

uḥ am
m
ad al-Sayyid M

aḥ m
ū d, M

iṣ r fī  al-‘ aṣ r al-
‘ U

thm
ā nī  fī  al-qarn al-sā dis ‘ ashar: D

irā sa w
athā’ iqiyya 

fī  al-nuẓ um
 al-idā riyya w

a al-askariyya w
a al-m

ā liyya w
a 

al-qaḍā’ iyya, Cairo: M
aktabat M

adbū lī , 1997; Jane H
atha-

w
ay and K

arl Barbir, T
he A

rab Lands under O
ttom

an 
R
ule, 1516-1800, London: Routeldge, 2014, pp. 48-56

な

ど
。

（
6
）　M

ichael W
inter, E

gyptian Society under O
ttom

an 
R
ule, 1517-1798, London: Routledge, 1992, pp. 31-36; 

D
oris Behrens-A

bouseif, E
gypt’ s A

djustm
ent to O

ttom
an 

R
ule: Institutions, W

aqf and A
rchitecture in C

airo 

（16the and 17th Centuries

）, Leiden: Brill, 1994, pp. 49-
60. 

な
お
、
個
々
の
州
総
督
の
建
設
活
動
と
ワ
ク
フ
に
関
す
る
研

究
に
つ
い
て
は
、Gerd W

inkelhane and K
laus Schw

arz, 
D
er O

sm
anische Statthalter Iskender P

ascha 

（gest. 
1571

） und seine Stiftungen in Ä
gypten und am

 Bospo-
rus, Bam

berg: A
ku, 1985

を
は
じ
め
と
し
て
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

（
7
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 22r. 

ボ
ス
ニ
ア
出
身
の
彼
は
、
オ

ス
マ
ン
朝
の
中
心
域
で
は
ヤ
ヴ
ズ
・
マ
ル
コ
チ
・
ア
リ
・
パ
シ
ャ

Y
avuz M

alkoç A
li Paş a

と
呼
ば
れ
、
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
を
退



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
二
号

）

一
八　
（
一
八
二

任
し
た
後
に
大
宰
相
の
位
に
ま
で
上
り
詰
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
宰
相
就
任
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、Behrens-A

bouseif, 
E
gypt’ s A

djustm
ent to O

ttom
an R

ule, pp. 45-46

を
参
照
の

こ
と
。
な
お
、
同
時
代
の
史
家
イ
ス
ハ
ー
キ
ー
は
エ
ジ
プ
ト
州
総

督
に
着
任
し
た
日
付
を
同
年
第
二
月
九
日
／
八
月
九
日
と
し
て
い

る
（A

l-Isḥā qī  al-M
unū fī , K

itā b akhbā r al-uw
al fī  m

an 
taṣ arrafa fī  M

iṣ r m
in arbā b al-duw

al, Cairo, 1276 A
. H

. 

﹇
以
下
、A

khbā r al-uw
al

﹈, p. 342.

）。
他
方
、
バ
ク
リ
ー
（
一

六
五
〇
年
没
）
は
着
任
月
を
同
年
第
二
月
と
の
み
記
し
、
退
任
日

に
つ
い
て
は
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
と
同
じ
日
を
記
し
て
い
る

（Ibn A
bī  al-Surū r al-Bakrī , al-M

inaḥ  al-raḥ m
ā niyya fī  

ta’ rī kh al-daw
la al-‘ U

thm
ā niyya , D

am
ascus: D

ā r al-
Bashā’ ir, 1995 

﹇
以
下
、al-M

inaḥ  al-raḥ m
ā niyya

﹈, p. 275; 
Id., al-N

uzha al-zahiyya fī  dhikr w
ulā t M

iṣ r w
a al-Q

ā hira 
al-m

u‘ izziyya, Cairo: al-‘ A
rabī  li-al-N

ashr w
a al-T

aw
zī‘ , 

1998 ﹇
以
下
、al-N

uzha al-zahiyya

﹈, p. 174.
）。

（
8
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fols. 71v-72r.

（
9
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 108r.

（
10
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 108r. 

こ
の
部
分
の
記
事
に
は
バ

タ
ー
油
、
胡
麻
油
、
胡
麻
ペ
ー
ス
ト
（ṭ aḥī na

）、
ソ
ラ
豆
、
パ
ン

な
ど
の
当
時
の
価
格
も
示
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）　M
abā hij al-ikhw

ā n, fol. 110r. 

前
年
の
一
〇
〇
九
年
／
一
六

〇
〇
年
晩
夏
に
お
け
る
ナ
イ
ル
の
最
高
水
位
は
二
〇
ズ
ィ
ラ
ー
ウ

一
二
イ
ス
バ
ウ
で
あ
っ
た
（M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 89r.

）。

（
12
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fols. 72v-73r. 

大
小
カ
ラ
ー
フ
ァ
に
連

な
る
モ
カ
ッ
タ
ム
山
と
い
う
空
間
の
聖
な
る
性
格
に
つ
い
て
は
、

大
稔
哲
也
『
エ
ジ
プ
ト
死
者
の
街
と
聖
墓
参
詣
―
ム
ス
リ
ム
と
非

ム
ス
リ
ム
の
エ
ジ
プ
ト
社
会
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
の

特
に
一
八
―
二
四
頁
を
、
モ
カ
ッ
タ
ム
山
中
の
ジ
ュ
ユ
ー
シ
ー
・

モ
ス
ク
（
廟
）
の
場
の
聖
性
に
つ
い
て
はY

usuf Ragib, “ U
n 

oratoire fatim
ide au som

m
et du M

uqattam
” , Studia Is-

lam
ica no.  65 

（1987

）, pp. 51-67

及
びFum

ihiko H
asebe, 

“ Invocations from
 the T

ops of M
inarets: A

 Popular U
p-

rising and Its A
fterm

ath in O
ttom

an Cairo, N
ovem

ber 
1724” , T

he M
em

oir of T
oyo Bunko, N

o.  63 

（2005

）, pp. 
95-96

を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
支
配
層

の
カ
ラ
ー
フ
ァ
に
対
す
る
関
与
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
東
の
サ
フ

ラ
ー
地
区
、
南
の
ラ
サ
ド
や
ア
ー
サ
ー
ル
・
ナ
バ
ウ
ィ
ー
ヤ
（
預

言
者
聖
遺
物
保
管
所
）
を
舞
台
と
し
た
祈
願
式
の
主
導
を
含
め
て
、

大
稔
前
掲
書
、
一
八
三
―
一
八
七
頁
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

大
稔
前
掲
書
、
二
二
頁
及
び
一
八
六
頁
。

（
14
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 73r.

（
15
）　M

ichel T
uchscherer, “ Coffee and coffeehouses, O

tto-
m
an” , E

ncyclopaedia of Islam
, the 3rd edition.

（
16
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 73r. 

約
一
二
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の

囲
壁
を
も
ち
、
二
つ
の
構
築
物
か
ら
成
る
シ
ュ
ワ
ン
・
ス
ル
タ
ー

ニ
ー
ヤ
（
別
名
シ
ュ
ワ
ン
・
ア
ー
ミ
ラ
、
或
い
は
ア
ン
バ
ー
ル
・

ア
ー
ミ
レ
）
に
つ
い
て
は
、Shaw

, T
he Financial and A

d-
m

inistrative O
rganization and D

evelopm
ent of O

ttom
an 

E
gypt, pp. 349-350; Crecelius and Bakr, A

l-D
am

urdashi’ s 
Chronicle of E

gypt, p.  81 

を
参
照
の
こ
と
。

（
17
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 74r.



一
七
世
紀
初
頭
の
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
と
祈
願
式

）

一
九　
（
一
八
三

（
18
）　

エ
ジ
プ
ト
の
中
で
は
降
雨
量
の
比
較
的
多
い
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

ア
で
も
、
オ
ス
マ
ン
朝
期
に
は
、
ナ
ー
ス
ィ
ル
運
河
を
通
じ
て
も

た
ら
さ
れ
る
氾
濫
期
の
ナ
イ
ル
の
新
鮮
な
水
が
市
内
の
八
四
箇
所

に
及
ぶ
貯
水
所
に
備
蓄
さ
れ
て
い
た
。
詳
し
く
は
フ
サ
ー
ム
・
ム

ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル=

ム
ウ
テ
ィ
ー
（
太
田
（
塚
田
）
絵
里

奈
訳
）「
オ
ス
マ
ン
朝
時
代
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
―
―
九
二
三

〜
一
二
一
三
／
一
五
一
七
〜
一
七
九
八
年
」
拙
編
『
ナ
イ
ル
・
デ

ル
タ
の
環
境
と
文
明
』
Ⅱ
、
早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究

機
構
、
二
〇
一
三
年
、
一
一
八
―
一
一
九
頁
を
参
照
せ
よ
。

（
19
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 75r. 

そ
の
際
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒

た
ち
の
遺
骸
が
出
土
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 75v. 

シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
廟
に
つ
い

て
大
稔
哲
也
は
ラ
イ
ス
廟
と
共
に
「
カ
ラ
ー
フ
ァ
の
象
徴
的
中

心
」
を
な
す
も
の
と
み
て
い
る
（
大
稔
前
掲
書
、
一
七
一
―
一
七

二
頁
）。
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
廟
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
は
、
大
稔
前

掲
書
、
一
四
三
―
一
四
五
頁
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
一
七
二
四

年
の
カ
イ
ロ
の
民
衆
蜂
起
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
聖
廟
、
ジ

ュ
ユ
ー
シ
ー
・
モ
ス
ク
な
ど
は
敗
走
者
た
ち
の
ア
ジ
ー
ル
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
た
（H

asebe, “ Invocations from
 the T

ops 
of M

inarets” , pp. 95-96.

）。
な
お
、
ベ
ー
レ
ン
ス=

ア
ブ
ー
セ

イ
フ
は
、
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
の
唯
一
の
建
造
物
と
し
て
「
シ
ャ
ー

フ
ィ
イ
ー
廟
の
給
水
所
（sabī l

）」
を
挙
げ
る
が
（Beh-

rens-A
bouseif, E

gypt’ s A
djustm

ent to O
ttom

an R
ule, p. 

180.

）、
こ
こ
で
の
貯
水
池
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

（
21
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 75v.

（
22
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 111r.

（
23
）　

児
童
の
教
師
に
つ
い
て
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
に
関
す
る
事
例

研
究
で
は
あ
る
が
、
拙
稿
「
中
世
後
期
ア
ラ
ブ
地
域
に
お
け
る
複

合
宗
教
施
設
の
教
育
機
能
―
カ
イ
ロ
の
ハ
サ
ン
学
院
の
場
合
」
山

本
正
身
編
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
知
の
伝
達
」
の
伝
統
と
系
譜
』

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
、
二
八
四
―
二

八
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
24
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 111r. 

（
25
）　

一
段
高
く
位
置
す
る
大
平
面
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
マ
バ
ー
ヒ

ジ
ュ
』
続
篇
の
記
事
（D

hayl m
abā hij al-ikhw

ā n, fol. 53r.

）

に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
同
記
事
に
よ
れ
ば
、
説
教

壇
も
石
造
り
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
ド
ー
ム
状
の
小
屋
根
が
取
り
付

け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
な
お
、
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
の
エ
ジ
プ
ト

州
総
督
と
し
て
の
治
績
に
関
し
て
は
オ
ス
マ
ン
語
の
韻
文
作
品
が

存
在
し
、
同
書
の
ス
レ
イ
マ
ニ
イ
ェ
図
書
館
所
蔵
の
写
本
に
は
、

こ
の
礼
拝
所
で
の
祈
願
式
を
描
い
た
と
お
ぼ
し
き
細
密
画
が
挿
入

さ
れ
て
い
る
。K

elâm
î-i Rûm

î, V
ekā yi‘ -i A

li Paş a, İ stanbul: 
Çam

lıca, 2012, tıpkıbasım
, fol. 32b

を
参
照
の
こ
と
。
ち
な
み

に
、
こ
う
し
た
開
放
型
の
礼
拝
所
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
フ
ァ
ー

テ
ィ
マ
朝
が
建
設
し
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
の
儀
礼
の
場
と
し
て

活
用
し
た
ナ
ス
ル
門
外
の
礼
拝
所
（m

uṣ allā

）
で
あ
る
。
そ
れ
は

イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
時
代
の
首
都
マ
フ
デ
ィ
ー
ヤ
の
市
壁
外
の
礼
拝
所

の
流
れ
を
汲
み
、「
象
徴
的
な
戦
場
」
と
し
て
の
性
格
も
帯
び
て
い

た
。
詳
し
く
はPaula Sanders, R

itual, Politics, and the 
City in Fatim

id Cairo, A
lbany: State U

niversity of N
ew

 
Y
ork, 1994, pp. 45-51, 67-69

を
参
照
せ
よ
。
ま
た
、
こ
の
礼

拝
所
と
、
中
世
に
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
廟
周
辺
に
所
在
し
た
「
イ
ブ



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
二
号

）

二
〇　
（
一
八
四

ン
・
ア
ル
ス
フ
ィ
ー
祈
禱
所
（M

uṣ allā  Ibn al-A
rsfī

）」（
大
稔

前
掲
書
、
一
四
四
頁
）
と
の
関
係
も
今
後
の
検
討
課
題
と
い
え
よ

う
。

（
26
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 111r.

（
27
）　

ザ
イ
ヌ
ル
ア
ー
ビ
デ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
、
そ
の
子
ア
フ
マ
ド

が
著
し
た
同
教
団
の
系
譜
的
著
作
に
つ
い
て
論
じ
たA

dam
 

Sabra, “ A
utobiography and Fam

ily H
istory in Seven-

teenth-Century Egypt: A
hm

ad ibn Zayn al-‘ A
bidin’ s Q

a-
laid al-m

inan w
a faraid al-zam

an” , in N
ā ṣ ir A

ḥ m
ad 

Ibrā hī m
 ed., Jadal al-m

aw
ḍū‘ iyya w

a al-dhā tiyya fī  kitā -
bat ta’ rī kh M

iṣ r: D
irā sā t m

uhdā t ilā  al-m
u’ arrikha al-

kabī ra N
illī  Ḥ annā , Cairo: al-H

ay’ a al-M
iṣ riyya al-‘Ā

m
m
a 

li-al-K
itā b, 2012, pp. 46-72

及
びA

l-Ghazzī , Luṭ f al-sam
ar 

w
a qaṭ f al-tham

ar m
in tarā jim

 a‘ yā n al-ṭ abaqa al-ū lā  m
in 

al-qarn al-ḥā dī  ‘ ashar, 2vols., D
am

ascus: W
izā rat al-

T
haqā fa w

a al-Irshā d al-Q
aw

m
ī , 1981-1982, vol. 2, pp. 

551-553

を
参
照
の
こ
と
。

（
28
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 111r.

（
29
）　

以
上
、M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 75v. 

な
お
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ

ュ
』
の
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
一
〇
年
に
関
す
る
記
事
は
分
断
さ
れ
た

形
で
三
か
所
に
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
記
述
は
先
の
第
四
月

の
祈
願
式
に
関
す
る
記
述
よ
り
も
前
に
位
置
し
て
い
る
。
一
〇
一

一
年
／
一
六
〇
二
年
以
降
に
つ
い
て
年
代
記
記
事
は
時
系
列
的
に

進
み
安
定
的
様
相
を
呈
す
る
が
、
一
〇
〇
〇
年
／
一
五
九
一
‐
一

五
九
二
年
か
ら
一
〇
一
〇
年
／
一
六
〇
一
年
の
期
間
を
扱
う
記
述

は
必
ず
し
も
時
間
軸
に
沿
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
30
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 86v.

（
31
）　M
abā hij al-ikhw

ā n, fol. 87r. 

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
自
身

が
二
人
の
息
子
を
こ
の
流
行
で
失
っ
た
こ
と
も
一
行
付
記
さ
れ
て

い
る
。

（
32
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fols. 91v-93v.

（
33
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 93v.

（
34
）　

同
時
代
史
料
で
は
、
イ
ス
ハ
ー
キ
ー
の
年
代
記
が
ア
リ
ー
・
パ

シ
ャ
の
任
期
中
に
ペ
ス
ト
（ṭā‘ ū n

）
が
町
村
に
蔓
延
し
て
死
者
を

出
し
た
こ
と
を
伝
え
る
が
、
具
体
性
に
欠
け
、
開
始
時
期
に
つ
い

て
も
言
及
し
て
い
な
い
（A

khbā r al-uw
al, p. 350.

）。
バ
ク

リ
ー
も
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
ペ
ス
ト
流
行
が
エ
ジ
プ

ト
全
土
に
広
が
っ
た
こ
と
、
カ
イ
ロ
の
ナ
ス
ル
門
の
礼
拝
所
で
一

日
三
〇
〇
人
以
上
の
葬
儀
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（al-N

uz-
 ha al-zahiyya, pp. 174-175.

）。

（
35
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 125v.

（
36
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 126r. 

（
37
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fols. 126v, 193v-194r.

（
38
）　

ス
ー
フ
ィ
ー
の
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
は
こ
の
他
に
少
な
く
と
も
二

名
は
存
在
し
た
。W

inter, E
gyptian Society under O

ttom
an 

R
ule, p.  35

を
参
照
の
こ
と
。

（
39
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 134r. 

着
任
日
を
イ
ス
ハ
ー
キ
ー
は

同
年
第
一
二
月
二
二
日
／
五
月
二
二
日
と
し
（A

khbā r al-uw
al, 

p.  351

）、
バ
ク
リ
ー
は
同
年
第
一
二
月
四
日
／
五
月
四
日
と
し
て

い
る
（al-M

inaḥ  al-raḥ m
ā niyya, p. 291; al-N

uzha al-zahiy-
  ya, p. 177.

）。

（
40
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 145; A

khbā r al-uw
al, p. 354.



一
七
世
紀
初
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ス
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朝
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ジ
プ
ト
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総
督
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二
一　
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一
八
五

（
41
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fols. 25v, 146r. 

イ
ス
ハ
ー
キ
ー
は
着

任
日
を
ダ
ミ
エ
ッ
タ
港
に
到
着
し
た
一
〇
一
三
年
第
七
月
七
日
、

退
任
日
を
一
〇
一
四
年
第
三
月
二
日
と
し
、Jurjī  M

uḥ am
m
ad 

B
ā shā  al-K

hā dim

と
呼
ん
で
い
る
（A

khbā r al-uw
al, p. 356.

）。

他
方
、
バ
ク
リ
ー
は
着
任
日
を
一
〇
一
三
年
第
七
月
三
〇
日
、
退

任
日
を
一
〇
一
四
年
第
二
月
二
九
日
と
し
て
い
る
（al-M

inaḥ  
al-raḥ m

ā niyya, p. 296; al-N
uzha al-zahiyya, p. 179.

）。

（
42
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 153.

（
43
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 154r.

（
44
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 169. 

イ
ス
ハ
ー
キ
ー
は
着
任
日
を

第
三
月
三
日
と
し
て
い
る
（A

khbā r al-uw
al, p. 356.

）。

（
45
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 26r. 

イ
ス
ハ
ー
キ
ー
は
退
任
日
を

第
二
月
四
日
と
し
て
い
る
（A

khbā r al-uw
al, p. 356.

）。

（
46
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 188v.

（
47
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 188v. 

ア
フ
メ
ト
一
世
期
の
対
外
戦

争
に
つ
い
て
の
全
体
的
な
見
取
り
図
は
、Christoph K

. N
eu-

m
ann, “ Political and D

iplom
atic D

evelopm
ents”  in T

he 
Cam

bridge H
istory of T

urkey, vol. 3, Cam
bridge: Cam

-
bridge U

niversity Press, 2006, pp. 45-47

か
ら
得
ら
れ
る
。

（
48
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 189r.

（
49
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fol. 194.

（
50
）　M
abā hij al-ikhw

ā n, fol. 194v. 

儀
礼
の
現
場
へ
の
州
総
督
の

参
加
は
史
料
に
確
認
さ
れ
な
い
。
な
お
、
中
世
エ
ジ
プ
ト
の
王
権

が
自
ら
犠
牲
儀
礼
を
執
行
し
た
例
つ
い
て
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
後

期
に
関
す
る
拙
稿
「
ム
ア
イ
ヤ
ド
王
と
状
況
儀
礼
」『
慶
應
義
塾
大

学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
五
号
（
一
九
九
三
年
）、
二
三
一
‐

二
四
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
51
）　

ク
ル
・
ク
ラ
ン
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
の
任
期
に
関
し
て
は
、

Sabra, “ T
he Second O

ttom
an Conquest of Egypt”

が
研

究
の
現
在
の
到
達
点
を
示
す
も
の
だ
が
、
そ
こ
で
も
利
用
さ
れ
て

い
な
い
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
そ
の
続
篇
は
、
こ
の
州
総
督
の
支

配
の
問
題
点
に
関
す
る
度
々
の
批
判
的
言
及
な
ど
独
自
の
関
連
情

報
を
豊
か
に
湛
え
て
い
る
。
そ
の
精
細
な
検
討
は
当
該
期
エ
ジ
プ

ト
の
政
治
・
社
会
像
の
再
構
築
を
促
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
52
）　M

abā hij al-ikhw
ā n, fols. 26, 230v-231r.  

イ
ス
ハ
ー
キ
ー

は
着
任
日
を
一
〇
一
六
年
第
二
月
五
日
／
一
六
〇
七
年
六
月
一
日
、

カ
イ
ロ
か
ら
の
出
発
を
一
〇
二
〇
年
第
六
月
一
二
日
と
し
（A

kh-
bā r al-uw

al, pp. 356,  359

）、
バ
ク
リ
ー
は
着
任
日
を
一
〇
一
六

年
第
二
月
七
日
、
退
任
日
を
一
〇
二
〇
年
第
六
月
一
八
日
と
し
て

い
る
（al-M

inaḥ  al-raḥ m
ā niyya, p. 300; al-N

uzha al-zahi-
yya, p. 181.

）。

（
53
）　D

hayl m
abā hij al-ikhw

ā n, fol. 52v.

（
54
）　D

hayl m
abā hij al-ikhw

ā n, fol. 52v. 

そ
の
後
、
異
例
の
遅

れ
で
は
あ
っ
た
が
、
ナ
イ
ル
川
は
同
年
第
六
月
一
日
／
一
六
〇
九

年
九
月
一
日
に
漸
く
一
六
ズ
ィ
ラ
ー
ウ
の
満
水
に
達
し
、
ナ
イ
ロ

メ
ー
タ
ー
（m

iqyā s

）
に
垂
れ
幕
が
掛
け
ら
れ
、
人
々
が
歓
喜
し

た
と
い
う
（D

hayl m
abā hij al-ikhw

ā n, fol. 53v.

）。

（
55
）　D

hayl m
abā hij al-ikhw

ā n, fol. 52v. 

マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の

ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
の
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ハ
ナ
フ
ィ
ー
（
一

四
四
三
年
歿
）
に
つ
い
て
は
、A

l-Sha‘ rā nī , al-Ṭ abaqā t al 
-K

ubrā , Cairo: D
ā r al-Fikr al-‘ A

rabī , n.d., vol. 2, pp. 81-94; 
M

ichael W
inter, E

gyptian Society under O
ttom

an R
ule, 



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
二
号

）

二
二　
（
一
八
六

1517-1798, London: Routledge, 1992, p.  131

を
参
照
の
こ

と
。

（
56
）　D

hayl m
abā hij al-ikhw

ā n, fol. 52v.

「
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
の

カ
ー
デ
ィ
ー
」
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
州
ハ
ナ
フ

ィ
ー
派
主
席
カ
ー
デ
ィ
ー
（
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ス
カ
ル
）、
或
い
は

カ
イ
ロ
城
の
州
総
督
府
に
勤
務
し
た
法
官
を
指
す
の
か
も
し
れ
な

い
。

（
57
）　

サ
ダ
カ
の
対
象
と
し
て
の
マ
ク
タ
ブ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中

世
エ
ジ
プ
ト
都
市
の
救
貧
―
―
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
の
マ

ド
ラ
サ
を
中
心
に
」、
五
〇
―
五
二
頁
、
及
び
拙
稿
「
中
世
後
期
ア

ラ
ブ
地
域
に
お
け
る
複
合
宗
教
施
設
の
教
育
機
能
」、
二
八
一
―
二

八
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
58
）　D

hayl m
abā hij al-ikhw

ā n, fol. 53r. 

「
ア
ル
テ
ィ
ー
・
バ
ル

マ
ク
」
は
バ
ル
カ
ン
半
島
の
ユ
ス
キ
ュ
プ
（
ス
コ
ピ
エ
）
に
生
ま

れ
、
そ
の
地
で
バ
イ
ラ
ミ
ー
ヤ
教
団
に
属
し
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で

高
等
教
育
に
携
わ
り
、
晩
年
に
カ
イ
ロ
で
民
間
説
教
師
と
し
て
活

動
し
た
ア
ル
ト
ゥ
・
パ
ル
マ
クA

ltı Parm
ak

（
一
〇
三
三
年
／

一
六
二
三
・
二
四
年
歿
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（A

l-M
uḥ ibbī , 

K
hulā ṣ at al-athar fī  a‘ yā n al-qarn al-ḥā dī  ‘ ashar, 4vols., 

Beirut: D
ā r Ṣā dir, n.d., vol. 4, p. 174; J. Schacht, “ A

ltı Par-
m
ak” , E

ncyclopaedia of Islam
, the 2nd edition.

）。
な
お
、

カ
イ
ロ
旧
市
街
の
ス
ー
ク
・
ス
ィ
ラ
ー
フ
地
区
の
ガ
ン
ド
ゥ
ー
ル

通
り
に
は
一
七
一
一
年
竣
工
の
ア
ル
テ
ィ
ー
・
バ
ル
マ
ク
・
モ
ス

ク
が
現
存
す
る
（Caroline W

illiam
s, Islam

ic M
onum

ents in 
Cairo: T

he Practical G
uide, Cairo: T

he A
m
erican U

ni-
versity in Cairo Press, 2008, pp. 93-94.

）

（
59
）　D

hayl m
abā hij al-ikhw

ā n, fol. 53r. 

そ
し
て
、
こ
の
祈
願

式
の
後
に
ク
ル
・
ク
ラ
ン
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
は
更
な
る
慈
善

行
為
と
し
て
私
費
を
投
じ
、
カ
イ
ロ
の
ラ
フ
バ
監
獄Ḥ abs al-

Raḥ ba

と
ダ
イ
ラ
ム
監
獄Ḥ abs al-D

aylam

か
ら
囚
人
（
債
務

入
獄
者
）
を
釈
放
す
る
よ
う
に
命
じ
た
（D

hayl m
abā hij al 

-ikhw
ā n, fol. 53r.

）。

（
60
）　Behrens-A

bouseif, E
gypt’ s A

djustm
ent to O

ttom
an 

R
ule, p. 58.


